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コ ー ス の 説 明
こ の コ ー ス で は 、 責 任 を 持 っ て 人 工 知 能 （ A I ） を 使 用 す る た め に 必 要 な 知 識 を 学 習 し ま す 。 公 平 性 、
信 頼 性 と 安 全 性 、 プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ 、 包 括 性 、 透 明 性 、 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ と い う  A I の  6  つ の
原 則 を 深 く 考 察 し ま す 。 A I テ ク ノ ロ ジ ー が 急 速 に 進 歩 し て い く な か で 、 そ の 社 会 的 な 影 響 と 責 任 あ る 使
用 に つ い て 理 解 す る こ と が 欠 か せ ま せ ん 。  

学 習 目 標
こ の コ ー ス で は :

教 育 に お け る  A I の 影 響 を 理 解 し 、 こ の 知 識 を 責 任 あ る 学 習 体 験 の 開 発 に 応 用 し ま す 。
A I の 教 育 へ の 潜 在 的 な 影 響 を 検 証 し 、 ケ ー ス  ス タ デ ィ を 通 し て 責 任 あ る  A I を 採 用 し ま す 。

前 提 条 件  
な し  

1 0  分

責 任 あ る  A I

1 0  分

公 平 性

1 0  分

信 頼 性 と 安 全 性

1 0  分

プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ

1 0  分

包 括 性

1 0  分

透 明 性

1 0  分

ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ

1 0 5  分

ト レ ー ナ ー と 学 習 者 向 け 責 任 あ る  A I の 適 用



モ ジ ュ ー ル  1 :  責 任 あ る  A I  
こ の モ ジ ュ ー ル で は 、 責 任 あ る  A I に つ い て 簡 潔 か つ 包 括 的 に 紹 介 し ま す 。  
こ の モ ジ ュ ー ル を 完 了 す る と :

責 任 あ る  A I の 導 入 を 支 配 す る 原 則 を 理 解 し ま す 。
A I シ ス テ ム を 安 全 か つ 生 産 的 に 統 合 す る の を 促 進 す る ガ イ ド ラ イ ン の 洞 察 を 得 ま す 。  

1.0

責 任 あ る  A I の 原 則 の 概 要
す べ て の 学 習 者 に 力 を 与 え る  A I シ ス テ ム の 公 平 性 、 安 全 性 、 透 明 性 の 高 い 利 用 を 確 実 に す る に は 、
教 育 の 文 脈 で 責 任 あ る  A I の 原 則 を 理 解 す る こ と が 欠 か せ ま せ ん 。 こ の 動 画 で は 、 公 平 性 、 信 頼 性 と
安 全 性 、 プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ 、 包 括 性 、 透 明 性 、 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ と い う 責 任 あ る  A I の  6  つ の
基 本 原 則 を 学 習 し ま す 。  

「 責 任 あ る  A I の 原
則 の 概 要 」 を 必 ず ご
視 聴 く だ さ い 。
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責 任 あ る  A I の 原 則 の 概 要

1.1

人 間 と  A I の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン
A I シ ス テ ム は テ ク ノ ロ ジ ー を 使 用 し た 働 き 方 を 変 革 し 、 新 た
な 可 能 性 と 利 便 性 を も た ら し て い ま す 。 こ れ ら の シ ス テ ム は
、 仕 事 に ダ イ ナ ミ ッ ク な 要 素 を も た ら す こ と が で き ま す が 、 こ
の ダ イ ナ ミ ズ ム が 時 に 不 測 の 事 態 を 引 き 起 こ す 場 合 が あ り
ま す 。 A I エ ク ス ペ リ エ ン ス が ポ ジ テ ィ ブ で 人 間 中 心 に な る よ
う に 、 Microsoft は 人 間 と  A I の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に 関 す る ガ
イ ド ラ イ ン を 確 立 し ま し た 。  
こ の ガ イ ド ラ イ ン で は 、 管 理 権 限 を あ な た に 残 し た ま ま 、
あ な た の 価 値 観 、 目 標 、 注 意 が 尊 重 さ れ た 、 有 意 義 な  
A I 活 用 エ ク ス ペ リ エ ン ス を 作 成 す る た め の 推 奨 事 項 が 提
供 さ れ て い ま す 。 ガ イ ド ラ イ ン は 、 4  つ の カ テ ゴ リ に 分 類 さ
れ て い ま す 。  
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出 典 :  Microsoft（ 2 0 2 3 年 ) 。 人 間 と  A I の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 。  
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効 率 的 な 起
動 を サ ポ ー ト 。  

効 率 的 な 終
了 を サ ポ ー ト 。  

効 率 的 な 修
正 を サ ポ ー ト 。  

疑 わ し い 場 合
は サ ー ビ ス を 精
査

シ ス テ ム の 動
作 理 由 を 明 確
化 。  

最 近 の イ ン タ
ラ ク シ ョ ン を 記
憶 。  

ユ ー ザ ー の 行
動 か ら 学 習 。  

慎 重 に 更 新 ・
適 応 。  

き め 細 か な フ ィ
ー ド バ ッ ク を 奨
励 。  

ユ ー ザ ー の 行
動 の 結 果 を 伝
達 。  

グロ_バル  
コントロ_
ルを提供。  

그_ザ_
に变更を
伝達。  

コ ン テ キ ス ト に
基 づ い て サ ー ビ
ス を 計 測 。  

コ ン テ キ ス ト に
関 連 し た 情 報
を 表 示 。  

関 連 す る 社 会
規 範 に 適 合 。  

社 会 的 バ イ ア
ス の 軽 減 。  

シ ス テ ム が 実
行 可 能 な 作
業 を 明 確 化 。  

シ ス テ ム が 実
行 可 能 な 作
業 を ど の 程 度
う ま く で き る か
を 明 確 化 。  

初 期  

イ ン タ ラ ク シ ョ
ン 中  

問 題 発 生 時  

長 期  

a. 1  番 目 の カ テ ゴ リ ー は 、 期 待 値 の 設 定 に つ い て で す 。 ま ず 、 シ ス テ ム が 実 行 可 な 作 業 と 、 そ の 作 業 を
ど の 程 度 上 手 に で き る か を 明 確 に し な け れ ば な り ま せ ん 。 こ の 明 確 化 は 、 A I シ ス テ ム の 限 界 と 、 A I シ
ス テ ム が ど の 程 度 う ま く 実 行 で き そ う か を 理 解 す る の に 役 立 ち ま す 。  

b. 2  番 目 の カ テ ゴ リ は コ ン テ キ ス ト に つ い て で す 。 導 入 す る  A I シ ス テ ム は 、 社 会 的 か つ 文 化 的 に 適
切 で 、 コ ン テ キ ス ト に 関 連 し た 、 タ イ ム リ ー な サ ー ビ ス を 提 供 し 、 社 会 的 バ イ ア ス を 軽 減 す る 必 要 が
あ り ま す 。  

c. 3  番 目 の カ テ ゴ リ は 、 シ ス テ ム に 問 題 が 発 生 し た 際 の 計 画 に つ い て で す 。 A I 搭 載 シ ス テ ム が 不 正 確
な サ ー ビ ス を 提 供 し た 場 合 、 容 易 に 終 了 し て 修 正 で き る 必 要 が あ り ま す 。

d. 4  番 目 の カ テ ゴ リ は 、 時 間 を か け た 学 習 に つ い て で す 。 導 入 し た  A I シ ス テ ム を 教 育 で き な け れ ば な
り ま せ ん 。 こ れ は 、 き め 細 か な フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る こ と に よ っ て 実 現 さ れ ま す 。 A I シ ス テ ム が モ ニ タ
ー す る 内 容 と そ の 動 作 方 法 の カ ス タ マ イ ズ を 可 能 に す る グ ロ ー バ ル  コ ン ト ロ ー ル が 必 要 で す 。 ま た 、 シ
ス テ ム は 、 機 能 更 新 時 に ユ ー ザ ー に 通 知 す る 必 要 が あ り ま す 。  
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1.2

「Microsoft Responsible AI Standard」入 門
技 術 の 進 歩 に よ り 、 人 工 知 能 は 私 た ち の 日 常 生 活 に 欠 か せ な い も の に な り ま し た 。 A I は 数 多 く の 機 会
と 可 能 性 を 拓 い て い ま す が 、 有 害 な 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 の あ る エ ラ ー も 発 生 し が ち で す 。 こ れ ら の
潜 在 的 な リ ス ク か ら ユ ー ザ ー を 保 護 す る に は 、 A I の 開 発 と 利 用 を よ り 有 益 か つ 公 平 な 結 果 に 導 く の に 役
立 つ 実 用 的 な ガ イ ド ラ イ ン が 必 要 で す 1 。  

「Microsoft Responsible AI Standard」 は 、 よ り 高 性 能 で 、 よ り 信 頼 で き る  A I を 開 発 す る た め の 取 り 組 み の  
1 つ の ス テ ッ プ と し て 作 成 さ れ ま し た 。 作 成 に お い て は 、 い く つ か の 側 面 が 考 慮 さ れ ま し た 。 ガ イ ド ラ イ ン は
、 開 発 者 や ユ ー ザ ー が 従 え る よ う に 具 体 的 、 明 確 、 実 行 可 能 に な っ て い ま す 。 こ の 「Standard」は 、 こ れ ま
で  A I 環 境 を 支 配 し て き た 高 レ ベ ル の 取 り 組 み を 超 え る と こ ろ に 焦 点 を 合 わ せ て い て 、 人 間 と そ の 目 標 を
設 計 の 中 心 に 置 く 、 よ り 実 践 的 な 取 り 組 み を 提 供 し て い ま す 。 こ れ に よ り 、 公 平 性 、 信 頼 性 と 安 全 性 、
プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ 、 包 括 性 、 透 明 性 、 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ な ど の 価 値 観 す べ て が 確 実 に 組 み 込 ま
れ る よ う に な っ て い ま す 1 。  



「Responsible AI Standard」は 、 A I  シ ス テ ム が 責 任 あ る  A I の 原 則 を 念 頭 に 置 い て 構 築 ・ 実 装 さ れ て い る か
ど う か を 判 断 す る た め の フ レ ー ム ワ ー ク と し て 作 成 さ れ ま し た 。 こ れ に は 、 2  つ の 重 要 な 側 面 か ら 成 り ま す :
1. 目 標

目 標 ま た は 結 果 と は 、 A I シ ス テ ム を 作 成 す る 際 に 達 成 し な け れ ば な ら な い 条 件 で す 。 こ れ ら の 目 標 は
、 「 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ 」 の よ う な 大 き な 概 念 を 、 影 響 評 価 、 デ ー タ  ガ バ ナ ン ス 、 人 間 に よ る 監 視 な ど 、
い く つ か の 重 要 な 実 行 可 能 な 項 目 に 分 解 す る の に 役 立 ち ま す 。

2. 要 件
そ し て 、 各 目 標 は 、 一 連 の 要 件 で 構 成 さ れ て い ま す 。 こ れ ら の 要 件 は 、 A I シ ス テ ム が シ ス テ ム の ラ イ フ
サ イ ク ル を 通 し て 確 実 に 目 標 を 達 成 で き る よ う に 、 チ ー ム が 講 じ な け れ ば な ら な い 措 置 に な り ま す 。
上 記 の  2  つ の 側 面 に 加 え て 、 こ の 基 準 で は 、 人 々 が 要 件 を 効 果 的 か つ 効 率 的 に 導 入 す る の に 役 立
つ ツ ー ル と リ ソ ー ス も 提 供 さ れ て い ま す 。 こ れ に は 、 ベ ス ト  プ ラ ク テ ィ ス 、 チ ェ ッ ク リ ス ト 、 テ ン プ レ ー ト 、 ト
レ ー ニ ン グ  モ ジ ュ ー ル 、 ケ ー ス  ス タ デ ィ が 含 ま れ て い ま す 。  

目 標 と 要 件 は す で に 非 常 に 詳 細 に な っ て い ま す が 、 「Responsible AI Standard」 は 進 化 し 続 け ま す 。 こ れ
は 、 社 内 外 の 関 係 者 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク や 新 し い 研 究 ・ 洞 察 に 基 づ い て 定 期 的 に 更 新 さ れ ま す 。 A I
シ ス テ ム の 開 発 を 継 続 的 に 監 視 ・ 測 定 し 、 学 習 し た ベ ス ト  プ ラ ク テ ィ ス と こ れ ら の 既 存 の ガ イ ド ラ イ ン
を 比 較 す る に は 、 A I シ ス テ ム の ユ ー ザ ー お よ び 作 成 者 か ら の 貢 献 が 必 要 に な り ま す 。  
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追 加 資 料  
学 習 の 旅 を 続 け る に は 、 以 下 に ア ク セ ス し て く だ さ い 。  

https://www.microsoft.com/en-us/research/uploads/prod/2019/01/Guidelines-for-Human-AI-Interacti
on-camera-ready.pdf
https://www.microsoft.com/ja-jp/ai/responsible-ai?activetab=pivot1:primaryr6

https://www.microsoft.com/en-us/research/blog/guidelines-for-human-ai-interaction-design/

https://medium.com/microsoft-design/guidelines-for-human-ai-interaction-9aa1535d72b9

https://medium.com/microsoft-design/ai-guidelines-in-the-creative-process-807b6d31cda2

https://www.microsoft.com/en-us/ai/responsible-ai#:~:text=%5BSolution%5D%20Responsible%20AI
%20in%20Microsoft%201%20Put%20responsible,responsible%20AI%20through%20our%20work%20w
ith...%20See%20More
https://query.prod.cms.rt.microsoft.com/cms/api/am/binary/RE5cmFl

https://www.microsoft.com/ja-jp/ai/responsible-ai?activetab=pivot1:primaryr6
https://www.microsoft.com/en-us/research/blog/guidelines-for-human-ai-interaction-design/
https://medium.com/microsoft-design/guidelines-for-human-ai-interaction-9aa1535d72b9
https://medium.com/microsoft-design/ai-guidelines-in-the-creative-process-807b6d31cda2
https://query.prod.cms.rt.microsoft.com/cms/api/am/binary/RE5cmFl
https://www.microsoft.com/en-us/research/uploads/prod/2019/01/Guidelines-for-Human-AI-Interaction-camera-ready.pdf
https://www.microsoft.com/en-us/ai/responsible-ai#:~:text=%5BSolution%5D%20Responsible%20AI%20in%20Microsoft%201%20Put%20responsible,responsible%20AI%20through%20our%20work%20with...%20See%20More


モジュール 2：公平性 
こ の モ ジ ュ ー ル で は 、 ど の よ う に A I シ ス テ ム が そ れ を 利 用 す る 人 々 と 公 平 に や り 取 り し 、 似 た よ う な 人 々 の
グ ル ー プ 間 で 公 平 な や り 取 り を 確 保 す べ き か を 、 簡 潔 か つ 包 括 的 に 見 て い き ま す 。

こ の モ ジ ュ ー ル を 完 了 す る と :
公 平 性 を  A I シ ス テ ム に 適 用 す る 方 法 を 理 解 し ま す 。
教 育 分 野 で  A I ツ ー ル を 利 用 す る 際 に 公 平 性 を 確 保 す る 方 法 を 認 識 し ま す 。

2.0

A I に お け る 公 平 性
A I シ ス テ ム の 公 平 性 を 定 義 す る 際 に 考 慮 す べ き 点 の  1  つ は 、 さ ま ざ ま な 人 々 の グ ル ー プ に 対 し て ど の
程 度 シ ス テ ム が う ま く 動 作 す る か で す 。 シ ス テ ム 全 体 の 性 能 を 確 認 す る こ と が で き ま す が 、 シ ス テ ム の  
1  つ 以 上 の コ ン ポ ー ネ ン ト の 性 能 に 絞 っ て 調 査 す る と 役 に 立 つ 場 合 が あ り ま す 。 研 究 に よ る と 、 パ リ テ
ィ に 重 点 を 置 い た 意 識 的 な 取 り 組 み が な さ れ て い な い 場 合 、 A I シ ス テ ム の パ フ ォ ー マ ン ス は 、 人 種 、 民
族 、 言 語 、 性 別 、 年 齢 な ど の グ ル ー プ や 重 な り 合 う グ ル ー プ 間 の 違 い に し ば し ば 左 右 さ れ る 可 能 性 が
あ り ま す 1 4 。
A I シ ス テ ム の そ れ ぞ れ の サ ー ビ ス と 機 能 は 異 な り 、 シ ス テ ム が コ ン テ キ ス ト に 完 全 に は 一 致 し な い 場 合 や 、
ユ ー ス  ケ ー ス に 必 要 な す べ て の シ ナ リ オ は カ バ ー で き な い 場 合 が あ り ま す 。 そ れ ゆ え 、 さ ま ざ ま な 人 口 統 計
グ ル ー プ の ユ ー ザ ー で テ ス ト を 行 う な ど し て 、 ユ ー ス  ケ ー ス が 反 映 さ れ た 実 世 界 の デ ー タ を 使 用 し て  A I シ ス
テ ム の エ ラ ー 率 を 評 価 し な け れ ば な り ま せ ん 。 徹 底 的 に 評 価 を 行 う こ と で 、 A I シ ス テ ム が 公 平 で 、 害 を も た
ら さ な い こ と を 保 証 で き ま す 2 。 A I に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る  3  種 類 の 一 般 的 な 害 は 、 以 下 の と お り で す 。  
a. 割 り 当 て の 害

A I シ ス テ ム が 人 々 に 機 会 や リ ソ ー ス を 供 与 ま た は 留 保 す る た め に 使 用 さ れ 、 属 す る 人 口 統 計 グ ル ー プ
に 基 づ い て 人 々 に 異 な る 推 奨 を 行 う 場 合 、 割 り 当 て の 害 が 生 じ ま す 。 た と え ば 、 教 育 機 関 は 、 応 募
書 類 、 履 歴 書 、 そ の 他 の デ ー タ を 審 査 す る の に 、 ま す ま す  A I シ ス テ ム を 使 用 し て い ま す 。 教 育 機 関 が
バ イ ア ス の あ る 過 去 の デ ー タ を 使 用 し て  A I シ ス テ ム を 訓 練 す る と 、 意 図 せ ず に 既 存 の 差 別 的 な 選 択
慣 行 が 残 っ て し ま う 可 能 性 が あ り ま す 3 。 男 性 の 学 習 者 が 主 な 教 育 機 関 が 過 去 の デ ー タ に 基 づ い て シ
ス テ ム を 訓 練 す る と 、 女 性 の 応 募 者 よ り も 男 性 の 応 募 者 が 有 利 に な り 、 そ の 結 果 、 男 女 格 差 が 残 り
続 け る こ と に な る 可 能 性 が あ り ま す 4 。

b. サ ー ビ ス 品 質 の 害
A I シ ス テ ム の 有 効 性 が 変 動 す る と 、 サ ー ビ ス 品 質 の 害 が 発 生 し ま す 3 , 4 。 た と え ば 、 顔 認 識 シ ス テ ム は
、 特 定 の 人 口 統 計 グ ル ー プ の 個 人 を 誤 認 し た り 、 認 識 に 失 敗 し た り す る 場 合 が あ り ま す 。 こ れ は 、 シ
ス テ ム の 訓 練 に 使 用 さ れ た デ ー タ セ ッ ト に 多 様 性 が 不 足 し て い た た め 、 人 種 や 性 別 に よ っ て シ ス テ ム の
動 作 が 異 な る 場 合 に 起 こ り 得 ま す 。 こ れ に よ り 、 法 執 行 機 関 や セ キ ュ リ テ ィ  ア プ リ ケ ー シ ョ ン で の 誤 認
な ど の 重 大 な 結 果 が 引 き 起 こ さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。

c. 表 現 の 害
A I シ ス テ ム の 出 力 に 一 部 の グ ル ー プ の 人 々 を ス テ レ オ タ イ プ 化 し た り 、 品 位 を 傷 つ け た り す る よ う な コ ン
テ ン ツ が 含 ま れ て い る 場 合 、 ま た は 出 力 が あ る グ ル ー プ の 人 々 を 十 分 に 表 現 で き て い な い 場 合 、 表 現
の 害 が 発 生 し ま す 。 こ れ は 、 A I が 特 定 の 性 別 、 人 種 、 民 族 を 特 定 の 特 性 、 役 割 、 行 動 に 有 害 な 方
法 で 関 連 付 け る 場 合 に 発 生 す る 可 能 性 が あ り ま す 。 た と え ば 、 あ る 自 動 広 告 推 奨 シ ス テ ム は 、 有 色
人 種 に よ り 多 く の 犯 罪 歴 調 査 広 告 を 推 奨 し て い た こ と が 判 明 し ま し た 5 。 こ れ に よ り 、 特 定 の グ ル ー プ
の 人 々 に 対 す る よ り 高 い レ ベ ル の 差 別 に つ な が る 可 能 性 が あ り ま す 。

AI
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2.1

教 育 の 公 平 性 の 確 保
A I シ ス テ ム は 、 背 景 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 、 状 況 に 関 わ ら ず 、 あ ら ゆ る 人 に 対 し て 公 平 ・ 公 正 で あ る 必 要 が
あ り ま す 。 A I シ ス テ ム が 指 導 方 法 、 学 習 方 法 、 課 題 の 完 了 方 法 に つ い て 助 言 す る 場 合 、 い か な る グ ル
ー プ の 人 々 に 対 し て も 有 利 ま た は 不 利 に な ら な い よ う に す る 必 要 が あ り ま す 。 A I が よ り 多 く の ト レ ー ナ ー や
教 育 機 関 に 導 入 さ れ る に つ れ て 、 教 育 の 質 と 成 果 だ け で な く 、 A I に よ る 意 思 決 定 の 影 響 を 受 け る 人 々
の 幸 福 に も 大 き な 効 果 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る た め 、 A I で は 公 平 性 の 確 保 が 非 常 に 重 要 で す 6 。

導 入 し て い る  A I シ ス テ ム の 公 平 性 を 確 保 す る た め に 、 す べ き こ と は 以 下 の と お り で す 。
a. A I シ ス テ ム の 目 的 、 範 囲 、 意 図 さ れ た 用 途 を 理 解 す る 。 「 シ ス テ ム は ど の よ う な 問 題 を 解 決 し よ う と

し て い る の か ？ 」 「 シ ス テ ム は 誰 の 役 に 立 つ の か ？ 」 「 シ ス テ ム は 誰 に 害 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る か ？ 」
「 シ ス テ ム が 意 図 さ れ て い な い 、 ま た は 無 責 任 な 方 法 で ど の よ う に 使 用 さ れ る 可 能 性 が あ る か ？ 」 な
ど の 質 問 を 自 問 し て く だ さ い 6 。

b. 多 様 な 人 々 と 協 調 し 、 シ ス テ ム を 導 入 す る 。 導 入 チ ー ム は 学 習 者 コ ミ ュ ニ テ ィ の 多 様 性 を 反 映 し 、 異
な る 背 景 、 経 験 、 教 育 、 視 点 を 持 つ 人 々 が 含 ま れ る よ う に し て く だ さ い 。 こ れ は 、 シ ス テ ム の パ フ ォ ー マ
ン ス と 効 果 に 影 響 を 与 え る 可 能 性 の あ る 盲 点 や パ フ ォ ー マ ン ス の 問 題 を 回 避 す る の に 役 立 ち ま す 6 。

c. デ ー タ の ソ ー ス 、 構 造 、 代 表 性 を 調 査 し て 、 デ ー タ セ ッ ト 内 の バ イ ア ス を 検 出 ・ 排 除 す る 。 デ ー タ は
A I シ ス テ ム の 基 盤 で す 。 そ の た め 、 デ ー タ の 収 集 か ら デ ー タ  モ デ リ ン グ 、 運 用 ま で の 作 成 の あ ら ゆ る
段 階 で 、 既 存 の 社 会 的 ・ 体 系 的 な 不 平 等 が デ ー タ に 反 映 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 デ ー タ が 正 確
か つ 完 全 で 、 関 連 性 が あ り 、 学 習 者 コ ミ ュ ニ テ ィ を 代 表 し て い る こ と を 保 証 す る 必 要 が あ り ま す 6 。

d. 機 械 学 習 ア ル ゴ リ ズ ム に お け る 社 会 的 バ イ ア ス を 特 定 す る 。 こ れ に は 、 導 入 し て い る  A I シ ス テ ム の
透 明 性 と 完 全 性 を 向 上 さ せ る ツ ー ル と テ ク ニ ッ ク を 適 用 す る 方 法 を 用 い ま す 。 Azure OpenAI Service
に よ っ て 提 供 さ れ る モ デ ル な ど の 事 前 構 築 済 み の モ デ ル を 使 用 す る と 、 バ イ ア ス を 回 避 す る の に 役 立
ち ま す 。 ま た 、 A I シ ス テ ム が 提 供 す る 結 果 に も 注 意 し て 、 パ フ ォ ー マ ン ス の 問 題 が な い か ど う か 注 意 深
く  A I シ ス テ ム を 監 視 し 続 け る 必 要 が あ り ま す 6 。

e. 人 間 に よ る レ ビ ュ ー と 分 野 の 専 門 知 識 を 活 用 す る 。
A I に よ る 結 果 の 意 味 と 影 響 を 理 解 で き る よ う に チ ー
ム を ト レ ー ニ ン グ し て く だ さ い 。 特 に 、 A I が 人 々 に 関 す
る 重 大 な 決 定 を 下 す の に 使 用 さ れ る 場 合 は な お さ ら
で す 。 A I を 使 用 す る 意 思 決 定 は 、 常 に 内 容 領 域 専
門 家 に よ る レ ビ ュ ー を 組 み 合 わ せ る 必 要 が あ り ま す 。
A I は コ パ イ ロ ッ ト と し て 使 用 す る 必 要 が あ り ま す 。 A I
は 、 仕 事 を よ り 良 く 、 よ り 迅 速 に 行 う の に 役 立 つ テ ク
ノ ロ ジ ー で す が 、 依 然 と し て あ る 程 度 の 監 督 が 必 要 に
な り ま す 6 。

f. ベ ス ト  プ ラ ク テ ィ ス を 調 査 ・ 採 用 す る 。 A I シ ス テ
ム に お け る 社 会 的 ・ 体 系 的 な バ イ ア ス を 検 出 、 防
止 、 対 処 す る た め に 他 の 教 育 機 関 や 企 業 が 使 用
し て い る ベ ス ト  プ ラ ク テ ィ ス か ら 学 習 す る こ と を 検
討 し て く だ さ い 6 。

追加資料  
学習の旅を続けるには、以下にアクセスしてください。 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/manage-compare-models-azure-machine-learni
ng/
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/embrace-responsible-ai-principles-practices/2-pre
pare-implications-responsible-ai

https://www.microsoft.com/en-us/research/uploads/prod/2020/05/Fairlearn_WhitePaper-2020-09-22.
pdf
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モジュール 3：信頼性と安全性
こ の モ ジ ュ ー ル で は 、 A I シ ス テ ム 内 で 信 頼 性 と 安 全 性 を 確 保 す る と い う 重 要 な タ ス ク に つ い て 見 て い き ま す 。
こ の モ ジ ュ ー ル を 完 了 す る と :

レ ジ リ エ ン シ ー と 可 用 性 の 原 則 な ど の  A I ツ ー ル の 信 頼 性 と 安 全 性 の 重 要 性 を 理 解 し ま す 。
A I を 活 用 す る 際 に 信 頼 性 と 安 全 性 を 確 保 す る 方 法 を 検 討 し ま す 。

3.0

信 頼 性 と 安 全 性
A I  ツ ー ル の 信 頼 性 と 安 全 性 は 非 常 に 重 要 で す 。 な ぜ な ら 、 信 頼 性 と 安 全 性 に よ り 、 A I  ツ ー ル が 意 図
し た と お り に 動 作 し 、 不 足 の 事 態 へ 適 切 に 対 応 し 、 悪 意 の あ る 操 作 に 抵 抗 し 、 一 貫 し た 信 頼 で き る 結
果 を 提 供 す る こ と が 保 証 さ れ る か ら で す 。 こ の 動 画 で は 、 レ ジ リ エ ン シ ー や 可 用 性 の 品 質 な ど 、 A I  ツ ー
ル の 信 頼 性 と 安 全 性 の 重 要 性 に つ い て 学 習 し ま す 。

「 信 頼 性 と 安 全 性 」 を
必 ず ご 視 聴 く だ さ い 。

T h e  p o w e r  o f  g e n e r a t i v e
A I  f o r  l e a r n i n g
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信 頼 性 と 安 全 性

3.1

教 育 に お け る 信 頼 性 と 安 全 性 の 確 保
A I シ ス テ ム を 使 用 す る 教 育 者 と し て 、 使 用 す る  A I ツ ー ル の 信 頼 性 と 安 全 性 を 確 保 す る た め の 措 置 を 講
じ る こ と が で き ま す 。 留 意 す べ き 重 要 な 点 は 、 以 下 の と お り で す 。

a. プ ロ セ ス が き ち ん と 備 わ っ た  A I シ ス テ ム を 探 す 。 こ の プ ロ セ ス は 、 A I シ ス テ ム の パ フ ォ ー マ ン ス を
監 査 し 、 デ ー タ が 意 図 し た と お り に 処 理 さ れ て い る こ と を 検 証 す る た め の も の で す 。 こ れ は 、 シ ス テ
ム が 信 頼 で き る 安 全 な 方 法 で 動 作 し て い る こ と を 保 証 す る の に 役 立 ち ま す 6 。

b. 詳 細 な 説 明 を 提 供 す る  A I シ ス テ ム を 選 択 す る 。 こ の 説 明 は 、 設 計 仕 様 、 ト レ ー ニ ン グ  デ ー タ 、 ト レ ー
ニ ン グ  デ ー タ の 潜 在 的 な 欠 陥 、 A I シ ス テ ム が 生 成 す る 推 論 と 予 測 に 関 す る 情 報 な ど の  A I シ ス テ ム の
動 作 に つ い て で す 。 こ れ は 、 シ ス テ ム が ど の よ う に 意 思 決 定 を し て 、 学 習 者 デ ー タ を 使 用 す る か を 理 解
す る の に 役 立 ち ま す 6 。

c. 分 野 の 専 門 家 が 関 与 し て い る  A I シ ス テ ム を 探 す 。 こ の 関 与 と は 、 設 計 と 実 装 に 関 す る も の で す 。 特
に 、 シ ス テ ム が 人 に 関 す る 重 大 な 決 定 を 行 う の に 使 用 さ れ て い る 場 合 は 、 な お さ ら で す 。 こ れ に よ り 、
シ ス テ ム が 情 報 に 基 づ い た 、 公 平 な 予 測 を 生 成 し て い る こ と を 保 証 す る こ と が で き ま す 6 。

教 育 に お け る 人 工 知 能 の 責 任 あ る 使 用 7



d. 厳 格 な テ ス ト を 受 け た  A I シ ス テ ム の 使 用 を 検 討 す る 。 こ の 目 的 は 、 不 足 の 事 態 に 安 全 に 対 応 す る こ
と が で き 、 予 期 せ ぬ パ フ ォ ー マ ン ス の 障 害 が 発 生 し な い こ と を 保 証 す る た め で す 。 こ れ は 、 学 習 者 の 機
会 に 影 響 を 与 え る リ ス ク の 高 い シ ナ リ オ に 関 与 す る  A I シ ス テ ム に と っ て 特 に 重 要 で す 6 。

e. 管 理 を 人 間 に 移 譲 す る よ う に 設 計 さ れ た  A I シ ス テ ム を 探 す 。 こ の 移 譲 は 、 重 大 な 状 況 の 間 、 大 き な
影 響 を 与 え る 決 定 の 間 、 A I シ ス テ ム が さ ら な る 監 視 を 必 要 と す る 場 合 に 行 わ れ ま す 6 。

f. 堅 牢 な フ ィ ー ド バ ッ ク  メ カ ニ ズ ム を 備 え た  A I シ ス テ ム を 探 す 。 こ の メ カ ニ ズ ム の 目 的 は 、 学 習 者 に パ フ
ォ ー マ ン ス の 問 題 を 報 告 し て も ら っ て 、 そ れ ら の 問 題 を 迅 速 に 解 決 で き る よ う に す る こ と で す 6 。

******
追 加 資 料   
学 習 の 旅 を 続 け る に は 、 以 下 に ア ク セ ス し て く だ さ い 。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-committed-responsible-ai/4-e
xamine-microsoft-ai-principles-reliability-safety  
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モジュール 4：プライバシーとセキュリティ 
こ の モ ジ ュ ー ル で は 、 A I の 利 用 、 プ ラ イ バ シ ー 、 セ キ ュ リ テ ィ の 関 係 を 深 く 掘 り 下 げ ま す 。 A I が テ ク ノ ロ ジ ー
と の 関 わ り 方 や 日 々 の 問 題 解 決 の 方 法 を 変 革 し 続 け る に つ れ て 、 個 人 情 報 の 保 護 と デ ー タ  セ キ ュ リ テ
ィ の 維 持 に 新 た な 次 元 の 懸 念 を も た ら し て い ま す 。
こ の モ ジ ュ ー ル を 完 了 す る と :

A I 使 用 時 に プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ を 確 保 す る 方 法 を 理 解 で き る よ う に な り ま す 。
人 間 中 心 の ガ バ ナ ン ス の 実 装 を 分 析 し て 、 責 任 の あ る 、 安 全 な  A I の 利 用 を 保 証 で き る よ う に な り ま す 。

4.0

A I 使 用 の た め の 技 術 的 保 護
A I シ ス テ ム は セ キ ュ リ テ ィ が 高 く 、 プ ラ イ バ シ ー を 尊 重 す る 必 要 が あ り ま す 。 A I シ ス テ ム の 基 礎 と な る 機 械
学 習 モ デ ル は 、 個 人 情 報 が 含 ま れ て い る 可 能 性 の あ る 大 量 の デ ー タ に 依 存 し て い ま す 。 モ デ ル が 訓 練 さ
れ 、 シ ス テ ム が 稼 働 し た 後 で も 、 プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ は 最 優 先 事 項 で な け れ ば な り ま せ ん 。 シ ス テ
ム は 予 測 を し た り ア ク シ ョ ン を 実 行 し た り す る の に 新 し い デ ー タ を 使 用 す る た め 、 デ ー タ と 、 デ ー タ に 基 づ い
て 行 わ れ る 決 定 の ど ち ら も プ ラ イ バ シ ー や セ キ ュ リ テ ィ 上 の 懸 念 の 対 象 に な る 可 能 性 が あ り ま す 7 。

教 育 に お い て  A I の 導 入 が さ ら に 普 及 す る に つ れ て 、 学 習 者 の プ ラ イ バ シ ー を 保 護 し 、 個 人 情 報 を 安
全 に す る 方 法 を 認 識 す る こ と が 重 要 に な り ま す 。 個 人 デ ー タ を 安 全 に 保 つ た め に 、 A I 利 用 時 に 念 頭
に 置 く べ き 重 要 な 点 は 、 以 下 の と お り で す 。  

a. 使 用 す る  A I シ ス テ ム が 、 関 連 す る デ ー タ 保 護 、 プ ラ イ バ シ ー 、 透 明 性 に 関 す る 法 律 に 確 実 に
準 拠 す る よ う に す る 。 A I シ ス テ ム に は 、 A I シ ス テ ム を 導 入 し よ う と し て い る 地 域 の 法 律 の あ ら ゆ
る 側 面 を 満 た し て い る か ど う か を 継 続 的 に 確 認 す る プ ロ セ ス が あ る 必 要 が あ り ま す 。

b. A I シ ス テ ム が 学 習 者 の 個 人 デ ー タ の 完 全 性 を 維 持 す る よ う に 確 実 に 設 計 さ れ て い る よ う に す る 。
シ ス テ ム は 、 学 習 者 に 伝 達 済 み の 定 義 さ れ た 目 的 の み の た め に 個 人 デ ー タ を 使 用 し 、 不 用 意 に 収
集 さ れ た デ ー タ や 無 関 係 な デ ー タ は 直 ち に 削 除 す る 必 要 が あ り ま す 。

c. セ キ ュ リ テ ィ が 高 く な る よ う に 設 計 さ れ た  A I シ ス テ ム を 使 用 す る 。 A I シ ス テ ム に は 、 役 割 ベ ー ス の ア ク セ
ス 制 御 が 必 要 で す 。 ま た 、 学 習 者 の 機 密 デ ー タ が 第 三 者 に 転 送 さ れ る 際 に 保 護 す る 必 要 が あ り ま す 。

d. 適 切 な 管 理 を 提 供 す る  A I シ ス テ ム を 探 す 。 こ れ は 、 学 習 者 の デ ー タ を 収 集 し 、 利 用 す る 方 法 と 理 由
を あ な た が 選 択 で き る よ う に す る た め で す 。

e. A I シ ス テ ム が 学 習 者 の 匿 名 性 を 確 実 に 維 持 す る よ う に す る 。 こ れ は 、 個 人 の 特 定 に 使 用 さ れ る 可 能
性 の あ る 情 報 を デ ー タ か ら 削 除 す る こ と に よ っ て 行 い ま す 。

f. プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ の レ ビ ュ ー を 経 た  A I シ ス テ ム の 使 用 を 検 討 す る 。 ま た 、 そ の A I シ ス テ ム に
は 、 学 習 者 の デ ー タ を 追 跡 、 ア ク セ ス 、 使 用 す る 業 界 の ベ ス ト  プ ラ ク テ ィ ス が 導 入 さ れ て い る 必 要
が あ り ま す 。
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4.1

A I 活 用 に お け る 人 間 中 心 の ガ バ ナ ン ス
技 術 的 な 保 護 を 実 装 す る こ と に 加 え て 、 A I 機 能 を 活 用 し な が ら 責 任 あ る ガ バ ナ ン ス 慣 行 を 採 用 す る こ
と が 欠 か せ ま せ ん 8 。 人 間 中 心 の ガ バ ナ ン ス を 実 装 す る の に 採 用 で き る 方 法 論 は 、 以 下 の と お り で す 。  

a. 影 響 評 価 を 実 施 す る 。 早 期 に 潜 在 的 な 問 題 を 発 見 す る に は 、 使 用 す る す べ て の  A I シ ス テ ム に 対 し
て 詳 細 な プ ラ イ バ シ ー 影 響 評 価 を 行 う 必 要 が あ り ま す 。 プ ラ イ バ シ ー 影 響 評 価 で は 、 リ ス ク を 特 定 し 、
リ ス ク 軽 減 戦 略 を 導 く た め に 、 デ ー タ を 収 集 ・ 保 存 ・ 使 用 ・ 共 有 す る 方 法 を 徹 底 的 に 評 価 し ま す 8 。

b. 厳 格 な 個 人 情 報 の 管 理 を 採 用 す る 。 学 習 者 の デ ー タ に リ ス ク  レ ベ ル を 割 り 当 て 、 写 真 や 住 所 な ど の
機 密 デ ー タ に 対 し て よ り 厳 格 な 管 理 を 適 用 す る 必 要 が あ り ま す 。 コ ー ス の レ ビ ュ ー な ど の よ り 低 リ ス ク の
デ ー タ に は 、 よ り 低 い リ ス ク  レ ベ ル を 割 り 当 て る こ と が で き ま す 8 。

c. デ ー タ 使 用 の 管 理 を 導 入 す る 。 あ な た と  A I シ ス テ ム が 学 習 者 の デ ー タ を 使 用 す る 方 法 つ い て 透 明 性 を
保 つ 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 学 習 者 が 自 身 の デ ー タ に つ い て ア ク セ ス 、 編 集 、 削 除 を 行 う 方 法 に 関 し て
明 確 に 伝 達 す る 必 要 も あ り ま す 。 さ ら に 、 学 習 者 が デ ー タ 共 有 を オ プ ト イ ン ま た は オ プ ト ア ウ ト で き る 必 要
が あ り ま す 。 こ れ ら の 取 り 組 み は 、 あ な た と 学 習 者 の 間 の 透 明 性 と 信 頼 を 促 進 す る の に 役 立 ち ま す 8。

d. デ ー タ 実 務 を 監 視 す る 。 A I シ ス テ ム の 導 入 後 は 、 新 た な リ ス ク を 特 定 す る た め に 、 シ ス テ ム と デ ー タ の
実 務 を 継 続 的 に 監 視 す る 必 要 が あ り ま す 。 監 視 に は 、 A I シ ス テ ム の ロ グ  フ ァ イ ル の 監 査 、 シ ス テ ム に
異 常 が な い か ど う か の 観 察 、 問 題 の 積 極 的 な 調 査 な ど が 含 ま れ る 場 合 が あ り ま す 8 。

e. デ ー タ 侵 害 に 対 処 す る 。 学 習 者 へ の 通 知 と 準 備 さ れ た リ ス ク 軽 減 計 画 を 通 し て 、 責 任 を 持 っ て デ ー タ
侵 害 に 対 処 す る 手 順 を 導 入 す る 必 要 が あ り ま す 。 再 発 を 防 止 し 、 A I シ ス テ ム と デ ー タ の セ キ ュ リ テ ィ を
向 上 さ せ る た め に 、 い か な る イ ン シ デ ン ト も 徹 底 的 に 分 析 す る 必 要 が あ り ま す 。 こ れ ら の 措 置 を 講 じ る
こ と で 、 シ ス テ ム と デ ー タ の 継 続 的 な 安 全 性 と セ キ ュ リ テ ィ を 確 保 す る こ と が で き ま す 8 。

f. セ キ ュ リ テ ィ  チ ー ム を 導 入 す る 。 デ ー タ の プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ を 管 理 す る 専 門 チ ー ム を 任 命 す る
必 要 が あ り ま す 。 デ ー タ の プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ に 関 す る 対 策 の 一 貫 性 を 確 保 す る に は 、 主 要 な
機 能 を 一 元 化 す る 必 要 が あ り ま す 8 。

追 加 資 料  
学 習 の 旅 を 続 け る に は 、 以 下 に ア ク セ ス し て く だ さ い 。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/secure-responsible-conversational-ai/5-ensure-bo
ts-respect-users-privacy  
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モジュール 5：包括性 
こ の モ ジ ュ ー ル で は 、 A I テ ク ノ ロ ジ ー が あ ら ゆ る 人 に と っ て ア ク セ ス し や す く 、 有 益 で あ る 状 態 を 保 ち な が
ら 、 A I テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 す る 方 法 を 見 て い き ま す 。

モ ジ ュ ー ル を 完 了 す る と :

A I に お け る 包 括 性 の 重 要 性 を 理 解 で き る よ う に な り ま す 。
あ ら ゆ る 個 人 の ア ク セ シ ビ リ テ ィ を 向 上 さ せ る  A I テ ク ノ ロ ジ ー の 可 能 性 を 認 識 で き る よ う に な り ま す 。
多 様 な 学 習 者 に と っ て ア ク セ ス し や す く 、 有 益 な  A I シ ス テ ム を 選 択 ・ 使 用 す る の に 、 包 括 的
な ガ イ ド ラ イ ン を 適 用 で き る よ う に な り ま す 。  

5.0

A I の 包 括 性
A I の 包 括 性 と は 、 A I シ ス テ ム が あ ら ゆ る 人 た ち に 公 平 で 、 ア ク セ ス し や す く 、 適 用 で き る よ う に 保 証 す
る こ と を 意 味 し ま す 。 包 括 性 は 、 あ ら ゆ る 人 々 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 地 域 － 特 に 、 歴 史 的 に 軽 視 さ れ て き た
社 会 領 域 － の さ ま ざ ま な 経 験 を 考 慮 す る 場 合 に 実 現 で き ま す 9 。  
教 育 に お い て 包 括 性 を 維 持 す る  A I シ ス テ ム は 、 多 様 な 学
習 者 グ ル ー プ に 対 し て 適 切 に 機 能 し な け れ ば な り ま せ ん 。 ま
た 、 い か な る 人 に も 不 利 益 を 与 え て は な り ま せ ん 。 障 害 者 も
含 め て 、 誰 も が 容 易 に ア ク セ ス で き な け れ ば な り ま せ ん 。 あ ら
ゆ る 学 習 者 が 平 等 に 恩 恵 を 受 け ら れ な け れ ば な り ま せ ん 。  
包 括 的 な  A I シ ス テ ム の 例 は 、 以 下 の と お り で す 。

あ ら ゆ る 肌 の 色 、 年 齢 、 性 別 に 対 し て 動 作 す る 顔 認 識 。
視 覚 障 害 者 向 け の ス ク リ ー ン  リ ー ダ ー を サ ポ ー ト す る イ
ン タ ー フ ェ イ ス 。
小 さ な 地 域 の 方 言 を サ ポ ー ト す る 言 語 翻 訳 。
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「 Microsoft Responsible AI Standard」 で は 、 障 害 の 有 無 に 関 わ ら ず 、 誰 も が  A I シ ス テ ム に ア ク セ ス で き
る こ と が 求 め ら れ て い ま す 9 。 責 任 あ る  A I ソ リ ュ ー シ ョ ン は 、 音 声 コ ン ト ロ ー ル 、 字 幕 、 ス ク リ ー ン  リ ー ダ
ー な ど の 代 替 す る イ ン タ ラ ク シ ョ ン  モ ー ド を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 完 全 な グ ロ ー バ ル  イ ン ク ル ー ジ ョ ン を
可 能 に し な け れ ば な り ま せ ん 。  
多 く の  A I シ ス テ ム に は 、 歴 史 的 ・ 社 会 的 な バ イ ア ス が 含 ま れ て い ま す 。 た と え ば 、 女 性 や 有 色 人 種 を
識 別 す る の が 困 難 な 顔 認 識 、 人 口 動 態 的 な 多 数 派 を 優 先 す る 自 動 採 用 ツ ー ル 、 既 存 の バ イ ア ス を 暗
黙 的 に コ ー ド 化 す る 製 品 機 能 な ど で す 。 A I シ ス テ ム を 導 入 す る 場 合 は 、 こ れ ら の 問 題 を 認 識 し 、 対 処
す る た め の 措 置 を 講 じ る 必 要 が あ り ま す 9 。  

可 能 な 限 り 幅 広 い 対 象 者 が 意 図 し た と お り に 使
用 で き る か ど う か を 判 断 す る の に 、 さ ま ざ ま な 背
景 や 能 力 を 持 つ 学 習 者 に  A I シ ス テ ム を テ ス ト し
て も ら う こ と が で き ま す 。 ま た 、 A I シ ス テ ム を 評 価
し 、 あ ら ゆ る 能 力 の 人 々 が 確 実 に ア ク セ ス で き る
よ う に す る た め 、 共 通 の ア ク セ シ ビ リ テ ィ 基 準 を
使 用 す る こ と も で き ま す 6 。  

排 他 的 な 慣 行 に 対 し て 声 を 上 げ 、 A I シ ス テ ム
を 実 装 す る チ ー ム の 多 様 性 の 向 上 を 支 持 し 、
恵 ま れ な い 人 々 へ の 影 響 を 考 慮 し 、 あ な た と チ
ー ム が 包 括 性 の 原 則 に 対 し て 責 任 を 負 う こ と が
重 要 で す 9 。

AI
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5.1

ア ク セ シ ビ リ テ ィ を 向 上 さ せ る  A I の ユ ー ス  ケ ー ス
音 声 文 字 起 こ し と 字 幕 作 成 、 コ ン テ ン ツ  リ ー ダ ー 、 翻 訳 サ ー ビ ス 、 音 声 ア シ ス タ ン ト 、 コ ン ピ ュ ー タ ー  ビ ジ
ョ ン な ど の ア ク セ シ ビ リ テ ィ  ソ リ ュ ー シ ョ ン に よ り 、 よ り イ ン ク ル ー シ ブ な 学 習 体 験 が 生 み 出 さ れ ま す 1 0 。 以
下 に 示 す よ う に 、 学 習 体 験 を 向 上 さ せ る の に 、 イ ン ク ル ー シ ブ な ツ ー ル を 利 用 で き ま す 。  

a. 会 話 、 会 議 、 ラ イ ブ  ブ ロ ー ド キ ャ ス ト
音 声 を テ キ ス ト に 変 換 す る 文 字 起 こ し と 字 幕 作 成 に よ り 、 聴 覚 障 害 が あ る 学 習 者 、 A D H D  の 学 習
者 、 マ ル チ タ ス ク を し て い る 学 習 者 、 騒 々 し い 環 境 や 低 帯 域 幅 環 境 に い る 学 習 者 に よ る オ ン ラ イ ン 学
習 セ ッ シ ョ ン へ の 参 加 が 容 易 に な り ま す 1 0 。

b. コ ン テ ン ツ の 読 み 上 げ
「 読 み 上 げ 」 な ど の テ キ ス ト を 音 声 に 変 換 す る テ ク ノ ロ ジ ー は 、 W e b  ペ ー ジ 、 ド キ ュ メ ン ト 、 電 子 メ ー
ル を 読 み 上 げ ま す 。 そ の た め 、 視 覚 障 害 、 失 読 症 、 A D H D 、 自 閉 症 な ど の 学 習 者 が デ ジ タ ル 学 習
コ ン テ ン ツ に ア ク セ ス し て 利 用 す る こ と が 容 易 に な り ま す 。 ま た 、 あ ら ゆ る ユ ー ザ ー が マ ル チ タ ス ク を し た
り 、 外 出 先 で コ ン テ ン ツ を 聴 い た り す る こ と も 可 能 に な り ま す t 。

c. コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
音 声 合 成 、 テ キ ス ト 読 み 上 げ 、 光 学 式 文 字 認 識  (OCR） テ ク ノ ロ ジ ー に よ り 、 さ ま ざ ま な 言 語 や 形 式
を 超 え た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 可 能 に な り ま す 。 Microsoft Teams と Microsoft Translator を 組 み 合 わ せ る こ
と に よ り 、 異 な る 言 語 を 話 す 学 習 者 と ト レ ー ナ ー が 、 好 み の 言 語 を 使 用 し て 直 接 ま た は 仮 想 的 に コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン で き ま す 。 複 数 の 学 習 者 と ト レ ー ナ ー が 電 話 会 議 に 参 加 で き 、 各 々 が 自 分 の 言 語 で コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン で き ま す 1 1 。

d. デ バ イ ス  ア ク セ ス
顔 認 識 に よ り 、 学 習 者 は 自 分 の 顔 を 使 用 し て 学 習 デ バ イ ス に ロ グ イ ン で き ま す 。 そ の た め 、 体 を 動 か
す の に 問 題 が あ る 人 で も 簡 単 に デ バ イ ス に ア ク セ ス し て ハ ン ズ フ リ ー で ロ グ イ ン で き ま す 1 0 。

e. デ バ イ ス 制 御
音 声 テ キ ス ト 変 換 テ ク ノ ロ ジ ー に よ り 、 あ ら ゆ る 能 力 の 学 習 者 が 音 声 コ マ ン ド で 学 習 デ バ イ ス を 制 御 し
、 情 報 や サ ー ビ ス に ア ク セ ス す る こ と を 可 能 に で き ま す 1 0 。

f. 画 像 と 環 境
画 像 キ ャ プ シ ョ ン を 作 成 す る と 、 画 像 の 説 明 テ キ ス ト が 提 供 さ れ る の で 、 視 覚 障 害 の あ る 学 習 者 が 画
像 に ア ク セ ス で き る よ う に な り ま す 。 ま た 、 画 像 の 説 明 に よ り 、 検 索 エ ン ジ ン 最 適 化 （SEO） が 改 善 さ
れ 、 コ ン テ ン ツ を 聞 い て い る 学 習 者 や 低 帯 域 幅 環 境 に い る 学 習 者 に 代 替 手 段 が 提 供 さ れ ま す 1 0 。

L I V E

追 加 資 料  
学 習 の 旅 を 続 け る に は 、 以 下 に ア ク セ ス し て く だ さ い 。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/empower-every-student-with-inclusive-classroom/  
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/research-learn-using-microsoft-edge/immersive-r
eader  
https://www.microsoft.com/en-us/haxtoolkit/playbook/  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/empower-every-student-with-inclusive-classroom/
https://www.microsoft.com/en-us/haxtoolkit/playbook/
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/research-learn-using-microsoft-edge/immersive-reader


モジュール 6：透明性 
こ の モ ジ ュ ー ル で は 、 A I シ ス テ ム の 信 頼 、 理 解 、 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 構 築 に 透 明 性 が 重 要 で あ る 理 由 と
、 使 用 す る  A I シ ス テ ム の 透 明 性 が 高 く 、 理 解 が 可 能 で あ る こ と を 保 証 す る 方 法 に つ い て 見 て い き ま す 。
こ の モ ジ ュ ー ル を 完 了 す る と :

A I の 透 明 性 の 重 要 性 を 理 解 で き る よ う に な り ま す 。
A I シ ス テ ム の 透 明 性 の 主 な 利 点 を 認 識 で き る よ う に な り ま す 。
A I シ ス テ ム の 透 明 性 を 確 保 す る た め に 重 要 な 点 を 適 用 で き る よ う に な り ま す 。

6.0

A I の 透 明 性
透 明 性 は 、 A I 利 用 に お け る 重 要 な 原 則 で す 。 透 明 性 は 、 以 下 の よ う な そ の 他 の  A I の 原 則 も サ
ポ ー ト し て い ま す 1 3 。  

a. ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ
監 督 組 織 が ア ル ゴ リ ズ ム に 問 題 が な い か ど う か 確 認 し 、 シ ス テ ム が ど の 程 度 う ま く 機 能 す る か を
評 価 し 、 責 任 の 所 在 を 判 断 で き る よ う に し ま す 。

b. 公 平 性
決 定 を 検 証 し 、 さ ま ざ ま な グ ル ー プ を 公 平 に 扱 っ て い る こ と を 証 明 す る よ う に シ ス テ ム に 要 求 す る こ と に
よ り 、 不 当 な 差 別 を 防 止 し ま す 。

透 明 性 に よ り 、 A I シ ス テ ム を 理 解 し や す く す る 重 要 性 が 強 調 さ れ て い ま す 。 こ れ に は 、 開 発 者 が  
A I シ ス テ ム の 仕 組 み や 、 そ の よ う に 機 能 す る 理 由 を 説 明 し 、 機 能 と 制 限 に つ い て 正 直 に 伝 え る こ と
が 含 ま れ て い ま す 。 透 明 性 を 達 成 す る と 、 信 頼 が 構 築 さ れ ま す 。 A I が 日 常 生 活 に ま す ま す 統 合 さ
れ て い る の で 、 な お さ ら で す 。 透 明 度 と は 、 以 下 の こ と を 意 味 し ま す 1 3 。

a. 説 明 可 能 性 。 A I シ ス テ ム の 開 発 者 は 、 ど の よ う に シ ス テ ム
が 機 能 し 、 選 択 を 行 う か に つ い て 明 確 に 説 明 を す る 必 要
が あ り ま す 。 技 術 的 な 詳 細 や 企 業 秘 密 に よ っ て 、 こ れ ら の
プ ロ セ ス を 曖 昧 に す べ き で は あ り ま せ ん 。 た と え ば 、 仮 想 ア
シ ス タ ン ト は 、 音 声 コ マ ン ド の 処 理 方 法 や 、 タ ス ク を 実 行
す る の に そ の 情 報 を 使 用 し て 行 う こ と に つ い て 率 直 に 説 明
す る 必 要 が あ り ま す 。 こ の 種 の オ ー プ ン 性 に よ り 、 人 々 は よ
り 容 易 に  A I シ ス テ ム を 信 頼 し 、 理 解 す る こ と が で き ま す 。

b. 正 当 化 。 A I シ ス テ ム の 作 成 者 は 、 そ の よ う に 設 計 し た 理 由
を 説 明 で き る こ と が 重 要 で す 。 た と え ば 、 ス ト リ ー ミ ン グ  プ
ラ ッ ト フ ォ ー ム の レ コ メ ン デ ー シ ョ ン  シ ス テ ム の コ ン テ キ ス ト で
は 、 特 定 の 映 画 や 楽 曲 を 提 案 す る 理 由 を 明 確 に で き る 必
要 が あ り ま す 。 た と え ば 、 ユ ー ザ ー の 再 生 履 歴 に 基 づ い て 特
定 の 曲 を 推 奨 し た こ と に 触 れ る か も し れ ま せ ん 。 こ の 種 の
透 明 性 は 、 シ ス テ ム を 理 解 し 、 信 頼 す る の に 役 立 ち ま す 。

c. 正 直 さ 。 A I 作 成 者 は 、 シ ス テ ム の 機 能 と 制 限 に 関 し て 透 明 性 の 高 い 情 報 を 提 供 す る 必 要 が あ り ま す
。 健 康 管 理 ア プ リ を 検 討 す る 場 合 、 ア プ リ の 作 成 者 は ア プ リ が で き る こ と と で き な い こ と に つ い て 正 直
で あ る 必 要 が あ り ま す 。 た と え ば 、 ア プ リ で 特 定 の 健 康 パ ラ メ ー タ ー を 正 確 に 測 定 で き な い 場 合 、 そ の
制 限 を 率 直 に 認 め る 必 要 が あ り ま す 。 こ の 透 明 性 に よ り 、 個 人 は 情 報 に 基 づ い た 意 思 決 定 を 行 う こ
と が で き ま す 。

d. 監 査 可 能 性 。 A I シ ス テ ム は 、 動 作 の 監 視 、 エ ラ ー の 特 定 、 バ イ ア ス の 検 出 、 監 視 の 円 滑 化 の 目 的 の
た め に 、 ロ グ 記 録 、 レ ポ ー ト 作 成 、 監 査 の 機 能 を 備 え て い る 必 要 が あ り ま す 。 信 用 ス コ ア リ ン グ  A I シ
ス テ ム を 例 と し て 考 え て み ま し ょ う 。 シ ス テ ム は 、 信 用 力 の 評 価 方 法 と 考 慮 さ れ た 要 素 の 記 録 を 維 持
す る 必 要 が あ り ま す 。 こ の 記 録 に よ り 、 監 査 担 当 者 は そ の 決 定 を レ ビ ュ ー し 、 個 人 の 信 用 を 評 価 す る
際 の 公 平 性 と 正 確 性 を 確 保 で き ま す 。 こ の よ う に 実 践 す る こ と で 、 A I シ ス テ ム が 責 任 を 持 っ て 機 能 し
て い る こ と を 確 認 す る の に 役 立 ち ま す 。
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6.1

A I の 透 明 性 の 確 保
使 用 す る  A I シ ス テ ム の 透 明 性 を 確 保 す る こ と に よ っ て 、 A I シ ス テ ム が 動 作 し 、 情 報 に 基 づ い た 意 思 決
定 を 行 う 方 法 を よ り 良 く 理 解 で き ま す 。 こ れ は 、 教 育 に お い て  A I を 使 用 し な が ら 、 信 頼 、 ア カ ウ ン タ ビ リ
テ ィ 、 公 平 性 、 安 全 性 、 包 括 性 を 促 進 す る の に 役 立 ち ま す 1 3 。 使 用 す る  A I シ ス テ ム の 透 明 性 を 確 保 す
る の に 重 要 な 点 は 以 下 の と お り で す 。

a. 特 定 の デ ー タ セ ッ ト が ユ ー ス  ケ ー ス に 適 し て い る か ど う か を 開 発 者 が 理 解 す る の に 役 立 つ よ う に 、 デ ー タ
セ ッ ト の 特 性 に 関 す る ド キ ュ メ ン ト が 付 属 し て い る シ ス テ ム を 探 し て く だ さ い 8 。

b. A I か ら の 出 力 を 解 釈 す る 従 業 員 が そ の 方 法 に つ い て 訓 練 を 受 け 、 結 果 に 基 づ い て 重 要 な 意 思 決 定
を 下 す 責 任 を 負 い 続 け る こ と を 保 証 し て く だ さ い 8 。
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追 加 資 料  
学 習 の 旅 を 続 け る に は 、 以 下 に ア ク セ ス し て く だ さ い 。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/legal/cognitive-services/content-safety/transparency-note
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モジュール 7：アカウンタビリティ 
こ の モ ジ ュ ー ル で は 、 A I シ ス テ ム が ど の よ う に 機 能 す る か に つ い て 人 間 が 責 任 を 負 う こ と を 保 証 す る こ と の
重 要 性 を 解 説 し ま す 。  

こ の モ ジ ュ ー ル を 完 了 す る と :
A I シ ス テ ム と そ の 開 発 者 の コ ン テ キ ス ト に お け る ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 原 則 を 説 明 で き る よ う に な り ま す 。
A I シ ス テ ム の 利 用 に お け る ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 目 的 を 定 義 で き る よ う に な り ま す 。
A I に ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 導 入 す る た め に  Microsoft が 推 奨 し て い る ベ ス ト  プ ラ ク テ ィ ス を 説 明 で き る よ
う に な り ま す 。

7.0

A I 活 用 に お け る ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 理 解
ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 原 則 に よ る と 、 A I シ ス テ ム と  A I 開 発 者
は  A I シ ス テ ム が ど の よ う に 動 作 す る か に つ い て 責 任 を 負 う 必
要 が あ り ま す 。 A I シ ス の 管 理 者 は 、 継 続 的 に シ ス テ ム の パ フ
ォ ー マ ン ス を 監 視 し 、 リ ス ク を 軽 減 す る 必 要 が あ り ま す 1 4 。 使
用 す る  A I シ ス テ ム の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 確 保 す る た め に 念
頭 に 置 く べ き 重 要 な 点 は 、 以 下 の と お り で す 。

a. 人 間 に よ る 監 視 。 責 任 あ る 結 果 を 保 証 す る に は 、 A I シ ス テ
ム を 監 視 す る 必 要 が あ り ま す 。 た と え ば 、 A I シ ス テ ム に よ る 学
習 者 へ の 推 奨 事 項 を 監 督 す る 学 習 コ ン テ ン ツ  モ デ レ ー タ ー と
ポ リ シ ー  チ ー ム を 設 置 す る 必 要 が あ り ま す 1 4 。

b. 監 査 可 能 性 。 A I シ ス テ ム に は 、 第 三 者 が そ の 運 用 、 推 奨 事 項 、 パ フ ォ ー マ ン ス  デ ー タ を レ ビ ュ ー で き
る 機 能 が 必 要 で す 。 た と え ば 、 A I 採 点 ツ ー ル に は 、 監 督 者 が 候 補 者 の 得 点 に つ い て 構 造 的 ・ 社 会
的 バ イ ア ス に つ い て な い か ど う か を 監 査 で き る よ う に す る  A P I  と ロ グ が あ る 必 要 が あ り ま す 1 4 。

c. コ ン ト ロ ー ル 。 A I シ ス テ ム に は 、 必 要 に 応 じ て シ ス テ ム を 制 御 で き る 対 策 を 用 意 す る 必 要 が あ り ま す 。
た と え ば 、 モ デ レ ー シ ョ ン  ア ル ゴ リ ズ ム に は 、 A I シ ス テ ム が 不 正 確 な 出 力 を 生 成 し た 場 合 に 介 入 で き る
よ う な コ ン ト ロ ー ル が あ る こ と が 必 要 で す 1 4 。

7.1

A I シ ス テ ム の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 確 保 す る 目 的
ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ は 、 責 任 あ る  A I の 進 歩 に お い て 重 要 な 原 則 で す 1 4 。 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ は 、 以 下 の よ う
な い く つ か の 重 要 な 目 的 を 果 た し ま す 。  

a. 透 明 性 。 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ は 、 シ ス テ ム の 意 思 決 定 プ ロ セ ス の 検 査 と 理 解 を 開 発 者 に 要 求 す る こ
と に よ っ て 、 説 明 可 能 性 を サ ポ ー ト し ま す 。 こ れ に よ り 、 A I シ ス テ ム が 出 力 と 推 奨 事 項 を 決 定 す る
方 法 が 明 ら か に な り ま す 1 4 。

b. 公 平 性 。 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ に よ り 、 さ ま ざ ま な 学 習 者 グ ル ー プ を 公 平 に 扱 っ て い る か ど う か を 評 価 し
て 、 差 別 や 排 除 の 問 題 を 修 正 す る こ と が で き ま す 1 4 。

c. 信 頼 性 と 安 全 性 。 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ に よ り 、 安 全 で な い シ ス テ ム の 動 作 を 修 正 で き る コ ン ト ロ ー ル を 通
し て 、 意 図 し な い 損 害 を 軽 減 で き ま す 1 4 。

d. 信 頼 。 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ に よ り 、 A I シ ス テ ム が 意 図 し た と お り に 確 実 に 動 作 で き 、 A I 作 成 者 が 予 期 し
な い 問 題 に 迅 速 に 対 処 で き る と い う 人 々 の 信 頼 が 構 築 さ れ ま す 1 4 。

e. 改 善 。 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ に よ り 、 継 続 的 に シ ス テ ム の パ フ ォ ー マ ン ス を 向 上 さ せ 、 意 図 し な い 結 果 を 回
避 し 、 技 術 的 な 制 限 に 対 処 す る た め の 診 断 デ ー タ が 提 供 さ れ ま す 1 4 。
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7.2

責 任 あ る  A I シ ス テ ム の 設 定
使 用 す る  A I シ ス テ ム に 対 し て 確 実 に 責 任 を 負 う こ と に よ っ て 、 A I を 使 用 す る 際 の 信 頼 、 透 明 性 、 公 平
性 、 信 頼 性 と 安 全 性 、 責 任 を 促 進 す る こ と が で き ま す 。 A I シ ス テ ム の 実 装 担 当 者 と し て 、 シ ス テ ム が ど
の よ う に 動 作 す る か に つ い て 責 任 を 負 い ま す 。 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 基 準 を 策 定 す る に は 、 業 界 標 準 を 利
用 す る 必 要 が あ り ま す 。 こ れ ら の 基 準 に よ り 、 人 々 の 生 活 に 影 響 を 与 え る い か な る 決 定 に お い て も 、
A I シ ス テ ム が 最 終 権 限 を 保 有 し な い よ う に 保 証 で き ま す 。 ま た 、 さ も な け れ ば 高 度 に 自 律 的 な  A I シ ス
テ ム を 意 味 の あ る 形 で 確 実 に 制 御 で き る よ う に な り ま す 。  
A I シ ス テ ム の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 確 保 す る た め に 行 う べ き こ と は 、 以 下 の と お り で す 。

a. A I シ ス テ ム の 責 任 あ る 実 装 を 監 視 し 、 ガ イ ダ ン ス を 提 供 す る 内 部 審 査 委 員 会 を 設 置 し て く だ さ い 。 ま
た 、 委 員 会 は 、 実 装 中 に A I シ ス テ ム の 文 書 化 と テ ス ト を す る た め の ベ ス ト  プ ラ ク テ ィ ス を 定 義 し た り 、
機 密 性 の 高 い ケ ー ス に 対 す る ガ イ ダ ン ス を 提 供 し た り す る な ど の タ ス ク に も 貢 献 で き ま す 6 。

b. 責 任 を 持 っ て A I シ ス テ ム を 使 用 ・ 保 守 し 、 シ ス テ ム に 追 加 の 技 術 サ ポ ー ト が 必 要 な 際 に 理 解 で き る よ
う に 、 確 実 に チ ー ム が 訓 練 さ れ る よ う に し て く だ さ い 6 。

c. 報 告 を 行 い 、 A I シ ス テ ム の 実 装 に 関 す る 意 思 決 定 に 関 与 さ せ る こ と に よ り 、 内 容 領 域 専 門 家 に 常 に
最 新 情 報 を 伝 達 し て く だ さ い 。 意 思 決 定 の 自 動 化 が 必 要 な 際 は 、 内 容 領 域 専 門 家 が A I シ ス テ ム の
出 力 と 実 行 に 関 す る 課 題 を 検 査 ・ 特 定 ・ 解 決 で き る よ う に 保 証 し て く だ さ い 6 。

d. A I モ デ ル が 不 公 平 ま た は 潜 在 的 に 有 害 な 方 法 で 動 作 を 開 始 し た 際 に 、 修 復 ・ 修 正 活 動 を 行 う た め
の 明 確 な ガ バ ナ ン ス  シ ス テ ム を 導 入 し て く だ さ い 6 。

AI

追 加 資 料  
学 習 の 旅 を 続 け る に は 、 以 下 に ア ク セ ス し て く だ さ い 。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/embrace-responsible-ai-principles-practices/4-des
ign-system-ai-governance
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/embrace-responsible-ai-principles-practices/5-ap
ply-ai-governance
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モジュール 8：トレーナーと学習者向け責任ある 
AIの適用 
こ の モ ジ ュ ー ル で は 、 ト レ ー ナ ー と 学 習 者 に 向 け て 、 A I を 活 用 す る 際 の 責 任 あ る  A I の 原 則 の 適 用 に つ い て
見 て い き ま す 。  
こ の モ ジ ュ ー ル を 完 了 す る と : 

ユ ー ザ ー と し て  6  つ の 責 任 あ る  A I の 原 則 を 導 入 す る 重 要 性 を 分 析 で き る よ う に な り ま す 。
い く つ か の ユ ー ス  ケ ー ス で 責 任 あ る  A I の 原 則 を 評 価 で き る よ う に な り ま す 。
責 任 あ る  A I の 原 則 を 堅 持 す る こ と の 影 響 を 分 析 で き る よ う に な り ま す 。

8.0

生 成  A I の 責 任 あ る 使 用 に 関 す る ト レ ー ナ ー 向 け ア ク テ ィ ビ テ ィ
責 任 あ る  A I は 、 A I シ ス テ ム の 使 用 に 関 す る 責 任 の 課 題 や 法 的 な 課 題 に 対 処 す る フ レ ー ム ワ ー ク で す 。
こ れ は 、 A I を 開 発 ・ 展 開 ・ 拡 張 し て 、 責 任 あ る 、 信 頼 で き る 結 果 を 得 る こ と を 目 的 と し て い ま す 。 こ れ に
は 、 公 平 性 、 解 釈 可 能 性 、 プ ラ イ バ シ ー 、 セ キ ュ リ テ ィ を  A I シ ス テ ム に 組 み 込 む 実 践 が 含 ま れ て い ま す 。
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ア ク テ ィ ビ テ ィ  1 : Microsoft の 責 任 あ る  A I の 開 発 と 使 用 を 導 く
6  つ の 原 則

時 間 :  1 5  分

Microsoft は 、 責 任 あ る 、 信 頼 で き る  A I を 作 成 す る た め の  6  つ の 重 要 な 原 則 を ま と め て い ま す :

ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ  
包 括 性
信 頼 性 と 安 全 性

公 平 性
透 明 性

プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ

A I シ ス テ ム に お い て こ れ ら の 原 則 に 注 意 を 払 う の が こ れ ほ ど 重 要 な の は な ぜ で し ょ う か ？ こ れ ら の 原 則 の
適 用 を 怠 た っ た 場 合 に 発 生 す る 潜 在 的 な 損 害 の 例 を  3  つ 挙 げ て く だ さ い 。

1.

2.



3 .

ア ク テ ィ ビ テ ィ  2 : 責 任 を 持 っ て  A I を 使 用 し た 実 話
時 間 :  3 0  分

以 下 の  A I シ ス テ ム に 関 す る  2  つ の ケ ー ス を 読 ん で 精 査 し て く だ さ い 。 ど ち ら か  1  つ の ケ ー ス を 選 択 し
て 、 以 下 の 質 問 に 回 答 し て く だ さ い 。  

ケ ー ス  1 :  シ ア ト ル 小 児 研 究 所  
Microsoft、 疾 病 予 防 管 理 セ ン タ ー （CDC） 、 シ ア ト ル 小 児 研 究 所 の 共 同 の 取 り 組 み に よ り 、 ビ ッ グ  デ ー
タ と  A I を 小 児 の 研 究 と 医 療 に 活 用 す る 画 期 的 な 取 り 組 み が 開 始 さ れ ま し た 。 こ の 取 り 組 み は 、 電 子
健 康 記 録 （EHR） か ら 得 ら れ る  A I に よ る 洞 察 を 活 用 す る こ と に よ っ て 、 診 断 と 治 療 を 改 善 し 、 乳 児 突
然 死 症 候 群 （ SIDS） の 全 体 的 な 発 生 件 数 を 減 少 さ せ る こ と を 目 的 と し て い ま し た 。 Microsoft は 、 CDC 
か ら の デ ー タ を 処 理 ・ 学 習 し て 、 SIDS の 危 険 因 子 と  SIDS の 予 防 に 役 立 つ 方 法 を 特 定 し ま し た 1 5 。

ケ ー ス  2 :  PowerSchool 
Microsoft と  PowerSchool は 、 そ れ ぞ れ の 学 習 者 の 固 有 の 教 育 目 標 に 合 わ せ た 、 パ ー ソ ナ ラ イ ズ さ れ た 学
習 パ ス を 提 供 す る た め に 、 協 力 し て い ま す 。 こ の パ ー ト ナ ー シ ッ プ は 、 教 育 者 が 特 定 の 学 習 目 標 、 学 年 レ
ベ ル 、 科 目 、 基 準 に 合 っ た 形 成 的 評 価 を 生 成 で き る 機 能 を 追 加 す る こ と に よ り 、 PowerSchool 
Personalized Learning Cloud を 強 化 し ま す 。 さ ら に 、 個 々 の 学 習 者 の 要 件 に 関 し て よ り 深 い 洞 察 を 提 供
す る た め の 適 応 型 試 験 や 、 A I に よ っ て 生 成 さ れ た 評 価 項 目 を 使 用 し て 学 習 者 の 進 捗 状 況 を 監 視 す る
機 能 な ど が 、 す べ て 教 育 水 準 に 合 う 形 で 含 ま れ ま す 1 6 。

以 下 の 質 問 に 回 答 し て く だ さ い 。

1. こ の プ ロ ジ ェ ク ト に よ っ て 潜 在 的 に 損 害 を 被 っ た り 、 脅 威 を 感 じ た り す る 可 能 性 が あ る 人 々 や グ ル ー プ
は い ま す か ？

2. こ れ ら の 分 野 に  A I を 導 入 す る 際 に 、 ど の よ う な 責 任 あ る  A I の 原 則 を 考 慮 す る 必 要 が あ り ま す か ？

3. デ ー タ を 扱 う 際 に 、 シ ス テ ム は ど の よ う に 公 平 性 、 プ ラ イ バ シ ー 、 責 任 あ る 配 慮 を 確 保 で き ま す か ？
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8.1

生 成 的  A I  の 責 任 あ る 使 用 に 関 す る 学 習 者 向 け ア ク テ ィ ビ テ ィ
こ の セ ク シ ョ ン に は 、 学 習 者 に 提 供 で き る  2  つ の ア ク テ ィ ビ テ ィ が あ り ま す 。

ア ク テ ィ ビ テ ィ  1 :  Microsoft の 責 任 あ る  A I  の 開 発 と 使 用
を 導 く  6 つ の 原 則  

時 間 :  3 0  分

Microsoft は 、 責 任 あ る 、 信 頼 で き る  A I  を 作 成 す る た め の  6  つ の 重 要 な 原 則 を ま と め て い ま す :

ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ  
包 括 性
信 頼 性 と 安 全 性

公 平 性
透 明 性

プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ

以 下 の 表 に 、 各 原 則 の 概 要 と 、 そ れ が  A I シ ス テ ム の 設 計 に 及 ぼ す 影 響 を 自 分 の 言 葉 で 書 い て く だ
さ い 。 1  つ 目 は 例 と し て 挙 げ ら れ ま す 。  

原 則  概 要  影 響  

公 平 性  責 任 あ る  A I  の 公 平 性 の 原 則 に
は 、 あ ら ゆ る ユ ー ザ ー を 公 平 に 扱
い 、 A I  シ ス テ ム か ら バ イ ア ス や 差
別 を 確 実 に 排 除 す る こ と が 含 ま
れ て い ま す 。  

よ り 主 流 の 製 品 や サ ー ビ ス に 移
行 す る 際 に 、 責 任 あ る 、 信 頼 で
き る  A I  を 作 成 す る こ と 。
あ ら ゆ る ユ ー ザ ー に 対 し て 、 よ り 公
平 な 結 果 を 提 供 す る こ と 。

信 頼 性 と 安 全 性

プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ

包 括 性  

透 明 性  



原 則  概 要  影 響  
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ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ  

ア ク テ ィ ビ テ ィ  2 :  知 恵 を 使 っ た  A I シ ス テ ム の 導 入  

時 間 :  3 0  分

あ な た が よ り 良 い 教 育 の 推 進 に 専 念 し て い る 組 織 の 一 員 で あ る こ と を 想 像 し て く だ さ い 。 あ な た の 組
織 の 使 命 に は 、 教 師 向 け 研 修 資 料 の 作 成 、 カ リ キ ュ ラ ム の 改 善 、 教 育 問 題 へ の 意 識 の 促 進 な ど が 含
ま れ て い ま す 。 あ な た が 勤 務 す る 組 織 は 、 以 下 の 表 に 挙 げ ら れ て い る  4  つ の 主 要 領 域 の パ フ ォ ー マ ン
ス を 改 善 で き る  A I シ ス テ ム の サ ブ ス ク リ プ シ ョ ン を 決 定 し ま し た 。  

A I シ ス テ ム の 使 用 に よ る 影 響 を 適 切 に 予 測 ・ 管 理 す る た め に 、 あ な た の 組 織 が 各 分 野 で 考 慮 し な け れ
ば な ら な い 要 素 を 決 定 し て く だ さ い 。  

主 要 分 野  A I の 役 割  利 点  考 慮 す べ き 要 素  

自 動 化 に よ る 業 務
の 効 率 化  

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 、 記 録
管 理 、 デ ー タ 入 力 な ど
の 管 理 タ ス ク の 自 動 化
、 効 率 の 向 上 、 人 的 エ
ラ ー の 削 減 。  
大 規 模 で 複 雑 な デ ー
タ セ ッ ト の 迅 速 か つ 正
確 な 分 析 。  
組 織 の デ ー タ に 基 づ
い た 戦 略 的 な 推 奨 事
項 の 提 供 。  

時 間 の 節 約 と 、 管 理
の ル ー チ ン  ワ ー ク で は
な く 戦 略 的 な 活 動 へ
の 集 中 。  
意 思 決 定 の 向 上 と 、
意 思 決 定 の 迅 速 化 。  
将 来 の 学 習 者 の 行 動
の 予 測 と 、 パ フ ォ ー マ ン
ス と エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の
改 善 。  

管 理 プ ロ セ ス を 自 動 化
す る 際 の デ ー タ の プ ラ イ
バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ の
確 保 。  
A I が 推 奨 事 項 を 提 供
す る の に 必 要 な 透 明 性
と ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の
程 度 。  
A I に よ っ て 生 成 さ れ た
推 奨 事 項 の 潜 在 的 な
リ ス ク と 影 響 。  

パ ー ソ ナ ラ イ ズ さ れ
た 教 師 サ ポ ー ト  

教 師 の 進 歩 と 改 善 点
に 関 す る デ ー タ の 収 集 ・
分 析 。  
各 教 師 の ニ ー ズ と 嗜 好
に 基 づ い た 推 奨 事 項 の
提 供 。  
個 々 の 教 師 の 進 捗 状
況 に 基 づ い た 学 習 コ ン
テ ン ツ と ペ ー ス の 調 整 。

教 師 の ニ ー ズ と 行 動 の
よ り 深 い 理 解 と 、 以 下
の よ う な 側 面 の 修 正 。  
- 学 習 教 材
- 学 習 ア ク テ ィ ビ テ ィ
- 指 導 ス タ イ ル
- 評 価 形 式

 教 師 の 学 習 体 験 と 満
足 度 の 改 善 。
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主 要 分 野  A I の 役 割  利 点  考 慮 す べ き 要 素  

コ ン テ ン ツ 制 作  新 し い テ ー マ や 資 料
の 発 見 。
利 用 可 能 な 資 料 に 基
づ い た 、 教 材 、 ク イ ズ 、
課 題 の 作 成 。
学 習 コ ン テ ン ツ 用 の マ
ル チ メ デ ィ ア 要 素 や イ ン
タ ラ ク テ ィ ブ 要 素 の 制
作 。  

新 し い コ ン テ ン ツ の よ り
迅 速 な 生 成 。  
コ ン テ ン ツ の 質 と 一 貫
性 の 確 保 。  

仮 想 ア シ ス タ ン ス  チ ャ ッ ト ボ ッ ト を 使 用 し
た 、 即 時 サ ポ ー ト の 提
供 と 教 師 の 質 問 へ の
回 答 。  
情 報 の 検 索 、 ス ケ ジ ュ
ー ル 管 理 、 電 子 メ ー ル
の 送 信 な ど の 特 定 の タ
ス ク を 完 了 す る た め の
サ ポ ー ト 。

大 量 の 問 い 合 わ せ の
同 時 処 理 。  
仕 事 の 生 産 性 を 向 上
さ せ る た め 、 人 間 と 機
械 の や り 取 り の 流 動 化
、 パ ー ソ ナ ラ イ ズ 化 、 効
率 化 。  
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解答 
ト レ ー ナ ー 向 け ア ク テ ィ ビ テ ィ  
ア ク テ ィ ビ テ ィ  1 : Microsoft の 責 任 あ る  A I の 開 発 と 使 用 を
導 く  6  つ の 原 則  
責 任 あ る  A I は 、 A I シ ス テ ム の 使 用 に 関 す る 責 任 の 課 題 や 法 的 な 課 題 に 対 処 す る フ レ ー ム ワ ー ク で す 。
こ れ は 、 A I を 開 発 ・ 展 開 ・ 拡 張 し て 、 責 任 あ る 、 信 頼 で き る 結 果 を 得 る こ と を 目 的 と し て い ま す 。 こ れ に
は 、 公 平 性 、 解 釈 可 能 性 、 プ ラ イ バ シ ー 、 セ キ ュ リ テ ィ を  A I シ ス テ ム に 組 み 込 む 実 践 が 含 ま れ て い ま す 。  

Microsoft は 、 責 任 あ る 、 信 頼 で き る  A I を 作 成 す る た め の  6  つ の 重 要 な 原 則 を ま と め て い ま す 。  

ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ  
包 括 性
信 頼 性 と 安 全 性

公 平 性
透 明 性

プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ

A I シ ス テ ム で は こ れ ら の 原 則 に 注 意 を 払 う こ と が 重 要 で す 。 以 下 は 、 こ れ ら の 原 則 を 適 用 す る 際 に 過 失
が あ る 場 合 に 発 生 す る 可 能 性 の あ る 潜 在 的 な 損 害 の 例 に な り ま す 。  

原 理  過 失 に よ る 影 響 の 可 能 性

公 平 性  A I シ ス テ ム は あ ら ゆ る 人 を 公 平 に 扱 う 必 要 が あ り ま す 。 こ の 原 則 を 遵
守 し な い 場 合 、 特 定 の グ ル ー プ や 個 人 に 対 す る 差 別 、 バ イ ア ス 、 不 正
義 に つ な が る 可 能 性 が あ り ま す 。  
出 典 :  Examine Microsoft AI principles – Fairness
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-
committed-responsible-ai/3-examine-microsoft-ai-principles-fairness 

た と え ば 、 学 習 者 の 成 績 を 評 価 す る  A I シ ス テ ム が 公 平 で な い 場 合 、
学 習 者 の 学 習 ス タ イ ル 、 能 力 、 背 景 の 多 様 性 が 考 慮 さ れ て い な い 可
能 性 が あ り ま す 。 そ の 結 果 、 成 績 の 低 下 、 機 会 の 減 少 、 自 尊 心 の 低
下 な ど の 不 公 平 な 結 果 が 生 じ る 可 能 性 が あ り ま す 。

信 頼 性 と 安 全 性  A I シ ス テ ム は 信 頼 で き る 状 態 で 安 全 に 動 作 す る 必 要 が あ り ま す 。 こ の
原 則 を 遵 守 し な い 場 合 、 学 習 者 と ト レ ー ナ ー の 双 方 に 損 害 を 与 え か ね
な い エ ラ ー 、 失 敗 、 事 故 が 発 生 す る 可 能 性 が あ り ま す 。  
出 典 :  Examine Microsoft AI principles - Reliability and Safety。
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-
committed-responsible-ai/4-examine-microsoft-ai-principles-reliability-
safety 
た と え ば 、 学 習 者 の チ ュ ー タ ー と し て 使 用 さ れ て い る  A I シ ス テ ム の 信 頼
性 と 安 全 性 が 十 分 で な い 場 合 、 誤 動 作 し た り ハ ッ キ ン グ さ れ た り し て 、
不 正 確 ま た は 誤 解 を 招 く フ ィ ー ド バ ッ ク を す る 可 能 性 が あ り ま す 。  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-committed-responsible-ai/3-examine-microsoft-ai-principles-fairness
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-committed-responsible-ai/4-examine-microsoft-ai-principles-reliability-safety


h t t p s : / / e d u c a t i o n b l o g . m i c r o s o f t . c o m / e n - u s / 2 0 2 3 / 0 6 / c o l l a b - t o - b r i n g - a i - i n n o v a t i o n - t o - e d u c a t i o n

教 育 に お け る 人 工 知 能 の 責 任 あ る 使 用  23

原 理  過 失 に よ る 影 響 の 可 能 性  

プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ  A I シ ス テ ム は 、 セ キ ュ リ テ ィ が 高 く 、 プ ラ イ バ シ ー を 尊 重 す る 必 要 が あ り
ま す 。 こ の 原 則 を 遵 守 し な い 場 合 、 悪 意 の あ る 攻 撃 者 ま た は 第 三 者
に よ る 個 人 情 報 の 不 正 ア ク セ ス 、 悪 用 、 盗 難 に つ な が る 可 能 性 が あ
り ま す 。  
出 典 :  Examine Microsoft AI principles - Privacy and Security。
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-
microsoft-committed-responsible-ai/5-examine-microsoft-ai-principles
-privacy-security
学 習 者 の エ ン ゲ ー ジ メ ン ト や 健 康 状 態 を 監 視 す る の に 学 習 者 の バ イ オ
メ ト リ ク ス や 行 動 デ ー タ を 収 集 す る  A I シ ス テ ム を 考 え て み て く だ さ い 。
シ ス テ ム の セ キ ュ リ テ ィ が 低 い 場 合 、 個 人 の 身 元 、 位 置 情 報 、 健 康 情
報 が ハ ッ カ ー や 広 告 主 に 公 開 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。  

包 括 性  A I シ ス テ ム は あ ら ゆ る 人 に 力 を 与 え 、 人 々 を 取 り 込 む 必 要 が あ り ま す
。 こ の 原 則 を 遵 守 し な い 場 合 、 一 部 の 人 々 が  A I の 恩 恵 や 機 会 か ら
排 除 ・ 疎 外 ・ 無 視 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。   
出 典 :  Examine Microsoft AI principles – Inclusiveness。
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-
committed-responsible-ai/6-examine-microsoft-ai-principles-inclusiven
ess 
た と え ば 、 学 習 者 に 教 育 コ ン テ ン ツ や ア ク テ ィ ビ テ ィ を 提 供 す る  A I シ ス
テ ム が 包 括 的 で な い 場 合 、 異 な る 言 語 話 者 、 異 な る 文 化 の 出 身 者 、
障 害 者 な ど の 学 習 者 が 無 視 さ れ た り 、 孤 立 さ せ ら れ た り す る 可 能 性
が あ り ま す 。 そ の 結 果 、 参 加 や エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 欠 如 す る 可 能 性 が あ
り ま す 。  

透 明 性  A I シ ス テ ム は 、 そ の 制 限 と 機 能 に つ い て 透 明 性 が あ る 必 要 が あ り ま す 。
こ の 原 則 を 遵 守 し な い 場 合 、 関 係 者 の 間 に 混 乱 、 不 信 、 欺 瞞 が 生 じ
る 可 能 性 が あ り ま す 。     
出 典 :  Examine Microsoft AI principles – Transparency。
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-c
ommitted-responsible-ai/7-examine-microsoft-ai-principles-
transparency 
た と え ば 、 複 雑 な ア ル ゴ リ ズ ム に 基 づ い て 推 奨 事 項 を 生 成 す る  A I シ ス
テ ム の 透 明 性 が 十 分 で な い 場 合 、 そ の 目 的 ・ 機 能 ・ 制 限 が 開 示 さ れ
な い 可 能 性 が あ り ま す 。 そ の 結 果 、 関 係 者 の 認 識 ・ 理 解 ・ 信 頼 が 欠
如 す る 可 能 性 が あ り ま す 。  

ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ  人 々 は 、 A I シ ス テ ム が ど の よ う に 動 作 す る か に つ い て 責 任 を 負 う 必 要
が あ り ま す 。 こ の 原 則 を 遵 守 し な い 場 合 、 A I に 対 し て 無 責 任 で 、 責 任
の 所 在 が 不 明 確 に な る 可 能 性 が あ り ま す 。  
出 典 :  Examine Microsoft AI principles – Accountability。
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-
committed-responsible-ai/8-examine-microsoft-ai-principles-
accountability  
た と え ば 、 生 徒 の 教 育 成 果 に 関 す る 意 思 決 定 を 行 う  A I シ ス テ ム の ア
カ ウ ン タ ビ リ テ ィ が 十 分 で な け れ ば 、 さ ま ざ ま な 脅 威 に さ ら さ れ た り 、 当
局 の 規 制 を 回 避 し た り す る 可 能 性 が あ り ま す 。 こ れ は 、 A I に 関 す る 法
的 、 倫 理 的 、 社 会 的 な 問 題 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ り ま す 。  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-committed-responsible-ai/5-examine-microsoft-ai-principles-privacy-security
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-committed-responsible-ai/6-examine-microsoft-ai-principles-inclusiveness
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-committed-responsible-ai/7-examine-microsoft-ai-principles-transparency
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-committed-responsible-ai/8-examine-microsoft-ai-principles-accountability
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ア ク テ ィ ビ テ ィ  2 : A I の 責 任 あ る 使 用 に 関 す る 実 話  
以 下 の  A I シ ス テ ム に 関 す る  2  つ の ケ ー ス を 読 ん で 精 査 し て く だ さ い 。 ど ち ら か  1  つ の ケ ー ス を 選 択 し
て 、 以 下 の 質 問 に 回 答 し て く だ さ い 。  

ケ ー ス  1 :  シ ア ト ル 小 児 研 究 所  
Microsoft、 疾 病 予 防 管 理 セ ン タ ー （CDC） 、 シ ア ト ル 小 児 研 究 所 の 共 同 の 取 り 組 み に よ り 、 ビ ッ グ  デ ー
タ と  A I を 小 児 の 研 究 と 医 療 に 活 用 す る 画 期 的 な 取 り 組 み が 開 始 さ れ ま し た 。 こ の 取 り 組 み は 、 電 子
健 康 記 録 （EHR） か ら 得 ら れ る  A I に よ る 洞 察 を 活 用 す る こ と に よ っ て 、 診 断 と 治 療 を 改 善 し 、 乳 児 突
然 死 症 候 群 （ SIDS） の 全 体 的 な 発 生 件 数 を 減 少 さ せ る こ と を 目 的 と し て い ま し た 。 Microsoft は 、 CDC 
か ら の デ ー タ を 処 理 ・ 学 習 し て 、 SIDS の 危 険 因 子 と  SIDS の 予 防 に 役 立 つ 方 法 を 特 定 し ま し た 1 5 。

1. こ の プ ロ ジ ェ ク ト に よ っ て 潜 在 的 に 損 害 を 被 っ た り 、 脅 威 を 感 じ た り す る 可 能 性 が あ る 人 々 や グ ル ー プ
は い ま す か ？

患 者 。 患 者 、 特 に 乳 児 と そ の 家 族 は 、 改 善 さ れ た 診 断 か ら 恩 恵 を 受 け る こ と が で き ま す 。 た
だ し 、 A I シ ス テ ム が 誤 っ た 予 測 や 推 奨 を 行 う と 、 損 害 を 被 る 可 能 性 が あ り ま す 。  
医 療 従 事 者 。 医 療 従 事 者 は 、 よ り 迅 速 に 診 断 す る の に 役 立 つ よ う に 提 供 さ れ る デ ー タ か ら
恩 恵 を 受 け る こ と が で き ま す 。 た だ し 、 新 し い テ ク ノ ロ ジ ー に 適 応 す る 際 に 課 題 に 直 面 す る 可
能 性 が あ り ま す 。
デ ー タ 主 体 。 A I シ ス テ ム を 訓 練 す る の に 電 子 健 康 記 録 （ E H R ） が 使 用 さ れ て い る 個 人 は 、 デ ー
タ が 慎 重 に 扱 わ な い と 漏 洩 被 害 に あ う 可 能 性 が あ り ま す 。  

2. こ れ ら の 分 野 に  A I を 導 入 す る 際 に 、 ど の よ う な 責 任 あ る  A I の 原 則 を 考 慮 す る 必 要 が あ り ま す か ？

小 児 向 け の 研 究 や 医 療 に  A I を 導 入 す る 場 合 、 す べ て の 責 任 あ る  A I の 原 則 が 重 要 で 関 連 性
が あ り ま す 。 S I D S  の 研 究 と 予 防 に  A I を 使 用 す る チ ー ム は 、 A I を 倫 理 的 に 使 用 し て い る こ と を
保 証 す る た め に 、 責 任 あ る  A I の 原 則 に 従 う こ と が 非 常 に 重 要 で す 。  

3. デ ー タ を 扱 う 際 に 、 シ ス テ ム は ど の よ う に 公 平 性 、 プ ラ イ バ シ ー 、 責 任 あ る 配 慮 を 確 保 で き ま す か ？

こ の コ ン テ キ ス ト で デ ー タ を 扱 う 際 の 公 平 性 、 プ ラ イ バ シ ー 、 責 任 あ る 考 慮 事 項 を 確 保 す る た め に
講 じ る こ と が で き る 措 置 は 、 以 下 の と お り で す 。
a. 公 平 性 の 確 保

A I シ ス テ ム の 目 的 、 範 囲 、 対 象 ユ ー ザ ー の 理 解 。  
入 力 デ ー タ が 多 様 な グ ル ー プ の 人 々 由 来 で あ る こ と の 確 認 。
A I シ ス テ ム に バ イ ア ス が な い か ど う か の 定 期 的 な 監 査 。

b . プ ラ イ バ シ ー の 確 保  
個 人 を 特 定 で き る 情 報 （ P I I ） の 匿 名 化 。  
デ ー タ 使 用 に 関 す る イ ン フ ォ ー ム ド  コ ン セ ン ト の 取 得 。  
暗 号 化 、 ア ク セ ス 制 御 、 安 全 な ス ト レ ー ジ な ど の 強 力 な デ ー タ  セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 導 入 。  
A I シ ス テ ム が 関 連 す る デ ー タ  プ ラ イ バ シ ー 規 制 基 準 に 準 拠 し て い る こ と の 確 認 。

c. 責 任 あ る 開 発 の 保 証  
倫 理 監 視 委 員 会 の 設 置 。  
患 者 と そ の 家 族 に 対 す る  A I 使 用 の 利 点 と リ ス ク に 関 す る 教 育 。  
シ ス テ ム の 意 思 決 定 プ ロ セ ス の 透 明 性 の 確 認 。  

出 典 : 責 任 あ る  A I の 基 本 原 則 を 確 認 す る
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/embrace-responsible-ai-principles-practices/3-
identify-guiding-principles-responsible-ai 

 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/embrace-responsible-ai-principles-practices/3-identify-guiding-principles-responsible-ai
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ケ ー ス  2 :  PowerSchool 
Microsoft と  PowerSchool は 、 そ れ ぞ れ の 学 習 者 の 固 有 の 教 育 目 標 に 合 わ せ た 、 パ ー ソ ナ ラ イ ズ さ れ た 学
習 パ ス を 提 供 す る た め に 、 協 力 し て い ま す 。 こ の パ ー ト ナ ー シ ッ プ は 、 教 育 者 が 特 定 の 学 習 目 標 、 学 年 レ
ベ ル 、 科 目 、 基 準 に 合 っ た 形 成 的 評 価 を 生 成 で き る 機 能 を 追 加 す る こ と に よ り 、 PowerSchool 
Personalized Learning Cloud を 強 化 し ま す 。 さ ら に 、 個 々 の 学 習 者 の 要 件 に 関 し て よ り 深 い 洞 察 を 提 供
す る た め の 適 応 型 試 験 や 、 A I に よ っ て 生 成 さ れ た 評 価 項 目 を 使 用 し て 学 習 者 の 進 捗 状 況 を 監 視 す る
機 能 な ど が 、 す べ て 教 育 水 準 に 合 う 形 で 含 ま れ ま す 1 6 。

1. こ の プ ロ ジ ェ ク ト に よ っ て 潜 在 的 に 損 害 を 被 っ た り 、 脅 威 を 感 じ た り す る 可 能 性 が あ る 人 々 や グ ル ー プ
は い ま す か ？

学 生 。 学 生 は パ ー ソ ナ ラ イ ズ さ れ た 学 習 か ら 恩 恵 を 受 け る 可 能 性 が あ り ま す 。 た だ し 、 A I に よ っ
て 生 成 さ れ た 評 価 や 推 奨 事 項 が 不 正 確 で あ れ ば 、 損 害 を 被 り 、 教 育 上 の 挫 折 や 過 度 の ス ト
レ ス に つ な が る 可 能 性 が あ り ま す 。 さ ら に 、 A I シ ス テ ム が 注 意 深 く 訓 練 さ れ て い な い 場 合 、 偏 っ
た 評 価 が 生 成 さ れ て 、 特 定 の グ ル ー プ の 生 徒 が 不 公 平 に 扱 わ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。
教 育 者 。 教 育 者 は 、 よ り 魅 力 的 な 学 習 体 験 を 作 り 出 す ツ ー ル の 恩 恵 を 受 け る 可 能 性 が あ り ま
す 。 た だ し 、 新 し い テ ク ノ ロ ジ ー に 適 応 す る 際 に 課 題 に 直 面 す る 可 能 性 が あ り ま す 。  

2. こ れ ら の 分 野 に  A I を 導 入 す る 際 に 、 ど の よ う な 責 任 あ る  A I の 原 則 を 考 慮 す る 必 要 が あ り ま す か ？

教 育 現 場 で  A I を 導 入 す る 場 合 、 す べ て の 責 任 あ る  A I の 原 則 が 重 要 で 、 関 連 性 が あ り ま す 。 評
価 コ ン テ ン ツ の 作 成 に  A I を 使 用 す る い か な る チ ー ム も 、 A I を 倫 理 的 に 使 用 し て い る こ と を 保 証 す
る た め に 、 責 任 あ る  A I の 原 則 に 従 う こ と が 非 常 に 重 要 で す 。  

3. デ ー タ を 扱 う 際 に 、 シ ス テ ム は ど の よ う に 公 平 性 、 プ ラ イ バ シ ー 、 責 任 あ る 配 慮 を 確 保 で き ま す か ？

こ の コ ン テ キ ス ト で デ ー タ を 扱 う 際 の 公 平 性 、 プ ラ イ バ シ ー 、 責 任 あ る 考 慮 事 項 を 確 保 す る た め に
講 じ る こ と が で き る 措 置 は 、 以 下 の と お り で す 。  
a. 公 平 性 の 確 保

A I シ ス テ ム の 目 的 、 範 囲 、 対 象 ユ ー ザ ー の 理 解 。  
入 力 デ ー タ が 多 様 な グ ル ー プ の 人 々 由 来 で あ る こ と の 確 認 。
A I シ ス テ ム に バ イ ア ス が な い か ど う か の 定 期 的 な 監 査 。

b . プ ラ イ バ シ ー の 確 保  
個 人 を 特 定 で き る 情 報 （ P I I ） の 匿 名 化 。  
デ ー タ 使 用 に 関 す る イ ン フ ォ ー ム ド  コ ン セ ン ト の 取 得 。  
暗 号 化 、 ア ク セ ス 制 御 、 安 全 な ス ト レ ー ジ な ど の 強 力 な デ ー タ  セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 導 入 。  
A I シ ス テ ム が 関 連 す る デ ー タ  プ ラ イ バ シ ー 規 制 基 準 に 準 拠 し て い る こ と の 確 認 。

c. 責 任 あ る 開 発 の 保 証  
倫 理 監 視 委 員 会 の 設 置 。  
患 者 と そ の 家 族 に 対 す る  A I 使 用 の 利 点 と リ ス ク に 関 す る 教 育 。  
シ ス テ ム の 意 思 決 定 プ ロ セ ス の 透 明 性 の 確 認 。  

出 典 : 責 任 あ る  A I の 基 本 原 則 を 確 認 す る
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/embrace-responsible-ai-principles-practices/3-
identify-guiding-principles-responsible-ai 
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学 習 者 向 け ア ク テ ィ ビ テ ィ  
ア ク テ ィ ビ テ ィ  1 : Microsoft の 責 任 あ る  A I の 開 発 と 使 用 を
導 く  6  つ の 原 則  
Microsoft は 、 責 任 あ る 、 信 頼 で き る  A I を 作 成 す る た め の  6  つ の 重 要 な 原 則 を ま と め て い ま す :

ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ  
包 括 性
信 頼 性 と 安 全 性

公 平 性
透 明 性

プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ

以 下 の 表 は 、 各 原 則 と  A I シ ス テ ム の 設 計 に 及 ぼ す そ の 影 響 の 概 要 で す 。  

原 則  概 要  影 響  

公 平 性  責 任 あ る  A I の 公 平 性 の 原 則 に
は 、 あ ら ゆ る ユ ー ザ ー を 公 平 に 扱
い 、 A I シ ス テ ム か ら バ イ ア ス や 差
別 を 確 実 に 排 除 す る こ と が 含 ま
れ て い ま す 。  
出典: Examine Microsoft AI 
principles – Fairness. 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
training/modules/examine-micros
oft-committed-responsible-ai/3-e
xamine-microsoft-ai-principles-fai
rness  

よ り 主 流 の 製 品 や サ ー ビ ス に 移
行 す る 際 に 、 責 任 あ る 、 信 頼 で
き る  A I を 作 成 す る こ と 。
あ ら ゆ る ユ ー ザ ー に 対 し て 、 よ り 公
平 な 結 果 を 提 供 す る こ と 。

出典: 責 任 あ る 信 頼 さ れ た  AI. 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
azure/cloud-adoption-framework
/innovate/best-practices/trusted-
ai 

信 頼 性 と 安 全 性  責 任 あ る  A I の 信 頼 性 と 安 全 性
の 原 則 に は 、 さ ま ざ ま な 条 件 や 状
況 で  A I シ ス テ ム が 信 頼 で き る 状
態 で 安 全 に 動 作 し 、 不 具 合 や 障
害 を 効 果 的 に 処 理 で き る こ と を
保 証 す る こ と が 含 ま れ て い ま す 。  

出典: Examine Microsoft AI 
principles - Reliability and Safety.
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
training/modules/examine-micros
oft-committed-responsible-ai/4-e
xamine-microsoft-ai-principles-rel
iability-safety  

あ ら ゆ る 不 測 の 事 態 に 安 全 に
対 応 で き る  A I シ ス テ ム を 構 築
す る こ と 。
い か な る 種 類 の 操 作 に 対 し て も  
A I シ ス テ ム の 安 全 性 を 保 証 す る
こ と 。

出典: 責 任 あ る 信 頼 さ れ た  AI. 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
azure/cloud-adoption-framework
/innovate/best-practices/trusted-
ai

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-committed-responsible-ai/3-examine-microsoft-ai-principles-fairness
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/cloud-adoption-framework/innovate/best-practices/trusted-ai
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/cloud-adoption-framework/innovate/best-practices/trusted-ai
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-committed-responsible-ai/4-examine-microsoft-ai-principles-reliability-safety
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原 則  概 要  影 響  

プ ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ  責 任 あ る  A I の プ ラ イ バ シ ー と セ キ
ュ リ テ ィ の 原 則 に は 、 A I シ ス テ ム
の 高 度 な セ キ ュ リ テ ィ と 、 デ ー タ の
収 集 ・ 分 析 に 関 わ る 個 人 の 個 人
デ ー タ と 機 密 情 の プ ラ イ バ シ ー の
尊 重 を 確 実 に す る こ と が 含 ま れ て
い ま す 。  
出典: Examine Microsoft AI 
principles - Privacy and Security. 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
training/modules/examine-micros
oft-committed-responsible-ai/5-e
xamine-microsoft-ai-principles-pr
ivacy-security

提 供 す る デ ー タ の 安 全 に 関 す る
安 心 感 を ユ ー ザ に 提 供 す る こ と 。

出典: 責 任 あ る 信 頼 さ れ た  AI. 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
azure/cloud-adoption-framework
/innovate/best-practices/trusted-
ai

包 括 性  責 任 あ る  A I の 包 括 性 の 原 則 に
は 、 あ ら ゆ る 能 力 や 背 景 を 持 つ
人 々 に 力 を 与 え 、 取 り 込 め る よ う
に  A I シ ス テ ム が 確 実 に 設 計 さ れ
て い る こ と が 含 ま れ て い ま す 。  
出典: Examine Microsoft AI 
principles – Inclusiveness. 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
training/modules/examine-micros
oft-committed-responsible-ai/6-e
xamine-microsoft-ai-principles-in
clusiveness 

さ ま ざ ま な 能 力 、 ニ ー ズ 、 嗜 好 を
持 つ 人 々 が 利 用 で き る 包 括 的 な  
A I シ ス テ ム を 作 成 す る こ と 。
A I シ ス テ ム の 設 計 、 開 発 、 展 開
に さ ま ざ ま な グ ル ー プ の 人 々 が 参
加 し 、 そ の 人 々 を 代 表 す る こ と を
促 進 す る こ と 。

出典: 責任ある信頼された AI. 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
azure/cloud-adoption-framework
/innovate/best-practices/trusted-
ai

透 明 性  責 任 あ る  A I の 透 明 性 の 原 則 に
は 、 A I シ ス テ ム が そ れ を 使 用 す る
人 間 に 理 解 可 能 か つ 説 明 可 能
で あ る こ と や 、 A I シ ス テ ム の 機 能
、 限 界 、 前 提 に 関 す る 明 確 で 正
確 な 情 報 が 提 供 さ れ て い る こ と を
保 証 す る こ と が 含 ま れ て い ま す 。  
出典: Examine Microsoft AI 
principles – Transparency. 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
training/modules/examine-micros
oft-committed-responsible-ai/7-e
xamine-microsoft-ai-principles-tr
ansparency

目 標 ・ 能 力 ・ 限 界 に 関 し て 明 確
で 理 解 し や す い 情 報 を 提 供 す る  
A I シ ス テ ム を 作 成 す る こ と 。
ユ ー ザ ー と 関 係 者 が  A I シ ス テ ム
の 意 思 決 定 の 背 後 に あ る ロ ジ ッ
ク と 推 論 を 理 解 で き る よ う に す る
こ と 。

出典: 責 任 あ る 信 頼 さ れ た  AI. 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
azure/cloud-adoption-framework
/innovate/best-practices/trusted-
ai

https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/cloud-adoption-framework/innovate/best-practices/trusted-ai
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https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/examine-microsoft-committed-responsible-ai/7-examine-microsoft-ai-principles-transparency
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ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ  責 任 あ る  A I の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ
の 原 則 に は 、 作 成 ・ 使 用 す る  A I
シ ス テ ム の 責 任 を 人 間 が 負 い 、
制 御 す る こ と や 、 そ の 人 た ち が そ
れ ら の シ ス テ ム の 結 果 と 影 響 に つ
い て 責 任 を 負 え る こ と を 保 証 す る
こ と が 含 ま れ て い ま す 。  
出典: Examine Microsoft AI 
principles – Accountability. 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
training/modules/examine-micros
oft-committed-responsible-ai/8-e
xamine-microsoft-ai-principles-ac
countability

A I シ ス テ ム の 結 果 に 対 し て 責 任
を 負 え る 人 々 が 確 実 に い る よ う に
す る こ と 。
A I シ ス テ ム と そ の 影 響 を 監 視 ・
監 査 ・ 制 御 す る た め の メ カ ニ ズ
ム を 提 供 す る こ と 。

出典: 責任ある信頼された AI. 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/
azure/cloud-adoption-framework
/innovate/best-practices/trusted-
ai

ア ク テ ィ ビ テ ィ  2 :  知 恵 を 使 っ た  A I シ ス テ ム の 導 入
教 育 の 向 上 に 取 り 組 む 組 織 の 一 員 で あ る こ と を 想 像 し て く だ さ い 。 こ の 組 織 の 使 命 に は 、 教 育 者 向 け
研 修 資 料 の 開 発 、 カ リ キ ュ ラ ム の 強 化 、 教 育 意 識 の 促 進 が 含 ま れ て い ま す 。 あ な た が 所 属 し て い る 組 織
は 、 4  つ の 主 要 分 野 の パ フ ォ ー マ ン ス を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 と し た  A I シ ス テ ム の サ ブ ス ク リ プ シ ョ ン を す
る こ と を 決 定 し ま し た 。

以 下 の 表 は 、 A I シ ス テ ム の 使 用 に よ る 影 響 を 適 切 に 予 測 ・ 管 理 す る た め に 、 組 織 内 の 主 要 領 域 で 考
慮 す べ き 要 素 を 示 し て い ま す 。  

主 要 エ リ ア  A I の 役 割  利 点  考 慮 す べ き 要 素  

 

 

自 動 化 に よ る 業 務
の 効 率 化  

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 、 記 録
管 理 、 デ ー タ 入 力 な ど
の 管 理 タ ス ク の 自 動 化
、 効 率 の 向 上 、 人 的 エ
ラ ー の 削 減 。  
大 規 模 で 複 雑 な デ ー
タ セ ッ ト の 迅 速 か つ 正
確 な 分 析 。  
組 織 の デ ー タ に 基 づ い
た 戦 略 的 な 推 奨 事 項
を 提 供 。  

時 間 の 節 約 と 、 管 理 の
ル ー チ ン  ワ ー ク で は な く
戦 略 的 な 活 動 へ の 集
中 。  
意 思 決 定 の 向 上 と 、
意 思 決 定 の 迅 速 化 。  
将 来 の 学 習 者 の 行 動
の 予 測 と 、 パ フ ォ ー マ ン
ス と エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の
改 善 。  

管 理 プ ロ セ ス を 自 動 化
す る 際 の デ ー タ の プ ラ イ
バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ の
確 保 。  
A I が 推 奨 事 項 を 提 供
す る の に 必 要 な 透 明 性
と ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の
程 度 。  
A I に よ っ て 生 成 さ れ た
推 奨 事 項 の 潜 在 的 な
リ ス ク と 影 響 。  

パ ー ソ ナ ラ イ ズ さ れ
た 教 師  
サ ポ ー ト  

教 師 の 進 歩 と 改 善 点
に 関 す る デ ー タ の 収 集 ・
分 析 。  
各 教 師 の ニ ー ズ と 嗜
好 に 基 づ い た 推 奨 事
項 の 提 供 。  
個 々 の 教 師 の 進 捗 状
況 に 基 づ い た 学 習 コ ン
テ ン ツ と ペ ー ス の 調 整 。  

教 師 の ニ ー ズ と 行 動 の
よ り 深 い 理 解 と 、 以 下
の よ う な 側 面 の 修 正 。
- 学 習 教 材  
- 学 習 ア ク テ ィ ビ テ ィ  
- 指 導 ス タ イ ル
- 評 価 形 式  
教 師 の 学 習 体 験 と 満
足 度 の 改 善 。

教 師 の デ ー タ の プ ラ イ バ
シ ー と セ キ ュ リ テ ィ の 確
保 。  
A I が 生 成 し た 分 析 と
推 奨 事 項 の 結 果 の
潜 在 的 な バ イ ア ス や
エ ラ ー 。  
A I が 推 奨 す る た め に 必
要 な 透 明 性 と ア カ ウ ン
タ ビ リ テ ィ の 程 度 。  
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K a n  主 要 エ リ ア  A I の 役 割  e g利 点  u n a 考 慮 す べ き 要 素  

コンテンツ制作  新 し い テ ー マ や 資 料 の
発 見 。  
利 用 可 能 な 資 料 に
基 づ い た 、 教 材 、 ク イ
ズ 、 課 題 の 作 成 。  
学 習 コ ン テ ン ツ 用 の マ
ル チ メ デ ィ ア 要 素 や イ ン
タ ラ ク テ ィ ブ 要 素 の 制
作 。  

新 し い コ ン テ ン ツ の よ り
迅 速 な 生 成 。  
コ ン テ ン ツ の 質 と 一 貫
性 の 確 保 。  

A I 生 成 コ ン テ ン ツ が バ
イ ア ス や ス テ レ オ タ イ プ
を 助 長 し な い 保 証 。
A I生成コンテンツ
の品質と正確さの
評伍。  
教 師 の 知 的 財 産 権 を
保 護 す る 方 法 。
さ ま ざ ま な 背 景 や 条 件
の 学 習 者 が コ ン テ ン ツ
に ア ク セ ス で き る 保 証 。

仮 想 ア シ ス タ ン ス  チ ャ ッ ト ボ ッ ト を 使 用 し
た 、 即 時 サ ポ ー ト の 提
供 と 教 師 の 質 問 へ の
回 答 。  
情 報 の 検 索 、 ス ケ ジ ュ
ー ル 管 理 、 電 子 メ ー ル
の 送 信 な ど の 特 定 の タ
ス ク を 完 了 す る た め の
サ ポ ー ト 。  

大 量 の 問 い 合 わ せ の
同 時 処 理 。  
仕 事 の 生 産 性 を 向 上
さ せ る た め 、 人 間 と 機
械 の や り 取 り の 流 動 化
、 パ ー ソ ナ ラ イ ズ 化 、 効
率 化 。  

ユ ー ザ ー に 対 す る 仮 想
ア シ ス タ ン ト の 機 能 と
制 限 の 透 明 性 。
仮 想 ア シ ス タ ン ト が 提
供 す る 回 答 の 正 確 性 と
バ イ ア ス
仮 想 ア シ ス タ ン ト と 共
有 さ れ て い る デ ー タ の プ
ラ イ バ シ ー と セ キ ュ リ テ ィ
。さ ま ざ ま な 背 景 や 条 件
の 教 師 が ツ ー ル に ア ク
セ ス で き る 保 証 。
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